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１.発掘調査

調査の理由と工程

　　　調査委託者	 　　調査の理由	 　　遺跡名	 面積 ( ㎡ )	 調査の期間	 　　調査担当者
建設省	 国道 302 号線建設	 NA-311 号窯跡		  1,800	 99.5-99.9	 木下・竹内・池本

（愛知国道工事事務所）		  惣作遺跡		  500	 99.5	 北村・魚住・川添
		  巡間Ｅ窯跡		  100	 99.5	 北村・魚住・川添
	 東海環状自動車道　　　 中洞窯跡		  100	 00.3	 北村・魚住
	 建設	 宇トゲ窯跡		  100	 00.3	 北村・魚住
		  白岩Ａ遺跡		  100	 00.3	 北村・魚住
		  鴬窯跡		  400	 99.4-99.11	 北村 ･ 小澤 ･ 宇佐見 ･ 織部
		  八王子遺跡		  1,500	 00.1-00.3	 北村・小澤・織部
建設省	 国道 153 号線足助 B･	 城山城跡		  300	 99.7	 佐藤・鈴木 ( 正 )・花井

（名四国道工事事務所）	 P 建設	 　
建設省	 矢作川改修	 古新田遺跡		  500	 99.5-99.7	 木下・松田・武井

（豊橋工事事務所）		  木戸城遺跡		  500	 99.4-99.5	 木下・松田・武井
通産省	 名古屋工業技術研究	 平手町遺跡		  1,500	 99.4-99.9	 赤塚・加藤・永井 ( 宏 )

（名古屋工業技術研究所）	 所内環境整備　　　　				  
日本道路公団	 第二東海自動車道	 大脇城遺跡		  750	 99.4-99.5	 木下・池本・竹内

（名古屋建設局）	 建設		  Ａ	 4,000			 
			   Ｂ	 4,200	
			   Ｃ	 3,500		
			   Ｄ	 1,600		  佐藤・花井・中野・
		  水入遺跡	 Ｅ	 5,000		  酒井・池本・川井・
		  （56,250 ㎡）	 Ｆ	 6,250	 99.4-00.3	 鈴木 ( 正 )・小嶋・竹内
			   Ｇ	 4,500		  ・鈴木 ( 裕 )・鈴木 ( 達 )・
			   Ｈ	 6,850		  洲崎・成瀬・皆見・
			   Ｉ	 6,250		  永井 ( 邦 )
			   Ｊ	 6,750
			   Ｋ	 6,850		
			   Ｌ	 500		
日本道路公団	 名神一宮下り線 P･A	 猫島遺跡	 Ａ	 1,150		

（名古屋管理局）	 建設	 （22,500 ㎡）	 Ｂ	 2,000		
		  （範囲確認	 Ｃ	 5,500		
		  　1,000 ㎡含む）	 Ｄ	 2,000	 99.5-00.3	 赤塚・飴谷・加藤・
			   Ｅ	 3,500		  川添・洲崎
			   Ｆ	 1,050		
			   Ｇ	 900		
			   Ｈ	 4,900		
			   Ｉ	 500		
県土木部	 若宮八草線建設	 広久手第 26 号窯		  100	 99.12	 北村・小澤・織部

（道路建設課）		  広久手第 27 号窯		  100	 99.12	 北村・宇佐見・魚住
	 国道 363 号線	 上品野蟹川遺跡		  1,000	 00.1-00.3	 北村・宇佐見・魚住
	 県道一宮 ･ 弥富線建設	 川田遺跡	 Ａ	 900	 99.8-00.1	 春日井・伊藤・木川
		  （1,800 ㎡）	 Ｂ	 900		
	 大塚国府線建設　	 広石散布地		  200	 99.7-99.8	 木下・松田・武井
		  高坂遺跡		  1,800	 99.8-99.12	 木下・松田・武井

（河川課）	 五条川改修　　　　　	 清洲城下町遺跡		  1,700	 99.12-00.3	 春日井・伊藤・木川
	 鹿乗川改修　　　　　	 鹿乗川流域遺跡群		  1,000	 00.1-00.3	 木下・松田・武井
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２.整理報告書

　　　　調査委託者	 　　調査の理由	 　遺跡名	 整理・報告書	 調査面積 ( ㎡ )	 　調査年度

日本道路公団（名古屋建設局）	 東海北陸自動車道建設	 八王子遺跡	 　整　理	 　23,740	 平成７〜９年度
・県土木部（道路建設課）	

日本道路公団（名古屋建設局）	 第二東海自動車道建設	 川原遺跡	 　整　理	 　1,500	 平成９・10 年度

住宅都市整備公団	 中丸町３丁目住宅建設	 志賀公園遺跡	 　整　理	 　14,200	 平成７〜 10 年度

	 尾張西部都市拠点地区	 下津北山遺跡	 　報告書	 　4,100	 平成６・７年度
	 土地区画整理	

県土木部（道路建設課）	 田籾名古屋線建設	 岩作城跡	 　報告書	 1,800	 平成 10 年度

	 土岐足助線建設	 能見城跡	 　報告書	 2,400	 平成 10 年度

愛知県教育委員会（文化財課）	 新資料館建設	 朝日遺跡	 　報告書	 5,547	 平成７・８年度

（下水道課）	 五条川右岸流域下水	 権現山遺跡	 Ａ	 250		
	 道建設	 （500 ㎡）	 Ｂ	 100	 99.5-99.8	 春日井・飴谷・加藤・
			   Ｃ	 100		  伊藤・木川・蔭山
			   Ｄ	 50		
		  伝法寺野田遺跡　　		  2,000	 99.4-99.8	 春日井・伊藤・木川
県建築部	 新住宅開発	 広久手第 24 号窯		  100	 99.12	 北村・小澤・織部

（住宅企画課）		  海上Ｂ窯		  100	 99.12	 北村・宇佐見・魚住
（住宅建設課）	 守山住宅建替	 牛牧遺跡	 Ａ	 500	 99.6-99.11	 北村・魚住・川添
		  （1,000 ㎡）	 Ｂ	 500		
愛知県企業庁	 内陸用地造成	 西川原古墳		  500	 99.10-99.12	 木下・池本・竹内
愛知県道路公社　	 猿投グリーンロード	 上ノ段遺跡	 Ａ	 120	 99.6-99.7	 佐藤・花井・鈴木 ( 正 )
	 建設	 （250 ㎡）	 Ｂ	 130		
		  寄元古墳群	 Ａ	 100	 99.4-99.6	 佐藤・花井・鈴木 ( 正 )
		  （150 ㎡）	 Ｂ	 50		
名古屋高速道路公社	 名岐道路建設　	 朝日遺跡　	 Ａ	 437		
		  （2,400 ㎡）	 Ｂ	 158	 99.10-00.3	 赤塚・鈴木 ( 正 )・蔭山
			   Ｃ	 1,215		
		  　　　　　	 Ｄ	 590
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国土地理院１：25,000 地図「津島」

国土地理院１：25,000 地図「鳴海」

国土地理院１：25,000 地図「名古屋北部」

国土地理院１：25,000 地図「知立」

国土地理院１：25,000 地図「名古屋北部」

国土地理院１：25,000 地図「一宮」 国土地理院１：25,000 地図「清洲」



国土地理院１：25,000 地図「足助」 国土地理院１：25,000 地図「吉田・蒲郡」 国土地理院１：25,000 地図「小坂井」

国土地理院１：25,000 地図「豊田南部」

国土地理院１：25,000 地図「豊田北部」

国土地理院１：25,000 地図「瀬戸・猿投山」

国土地理院１：25,000 地図「多治見・猿投山」国土地理院１：25,000 地図「西尾」
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猫
ねこじま

島遺跡

調査の経過

立地と環境

調査の概要

時期区分

Ⅰ　期　

Ⅰ−１期　

　

調査地点（1/2.5 万「一宮」）

　調査は名神高速道路下り線一宮パーキングエリア建設に伴う事前調査であり、日本道路

公団から愛知県教育委員会を通した委託事業として、平成 11 年４月に範囲確認調査を、平

成 11 年５月から平成 12 年３月にかけて本調査を実施した。本調査については、調査面積

21,500 ㎡を便宜上Ａ〜Ｉ区の９つの調査区に分割し、発掘調査をおこなった。

　猫島遺跡は、一宮市千秋町塩尻に所在し、五条川・青木川によって形成された標高 7.5

ｍ前後の微高地上に立地する。本遺跡の周辺には、西に弥生時代前期の集落として著名な

元屋敷遺跡、南に弥生時代中期の水田と銅鏃が出土した伝法寺野田遺跡、東に縄文時代後

晩期〜弥生時代にかけての拠点的な集落である大地遺跡、弥生時代後期の墓域と考えられ

る蕪池遺跡など、多くの遺跡が分布している。

　今回の調査により、遺跡の南側には北東から南西方向にのびる、大きな谷地形が広がっ

ていることが確認され、この谷の縁辺部からその北側に展開する微高地にかけて弥生時代

から中世にかけての遺構が検出された。その結果、本遺跡は弥生時代から中世にいたる複

合遺跡であることがわかった。特に弥生時代中期前葉から中葉にかけての多くの遺構・遺

物の存在が確認できたことは、朝日遺跡を除いた尾張地域ではほとんど例がないことから、

大きな成果であるといえる。

　検出された遺構・遺物の時期から以下のように大別できる。Ⅰ期（縄文時代晩期〜弥生

時代）、Ⅱ期（古墳時代）、Ⅲ期（奈良〜平安時代）、Ⅳ期（鎌倉〜室町時代）である。

　Ⅰ期は、遺構・遺物から、以下の４つの小期に細区分できる。Ⅰ—１期（縄文時代晩期

〜弥生時代前期）、Ⅰ—２期（弥生時代前期末〜中期前葉：朝日式期を中心とする）、Ⅰ—

３期（弥生時代中期中葉前半：貝田町式期古段階を中心とする）、Ⅰ—４期（弥生時代中期

中葉後半〜中期後葉：貝田町式期新段階を中心とする）である。

　今回の調査で、環濠・掘立柱建物・竪穴住居・土壙墓及び方形周溝墓、水田など集落の

構成要素となる遺構が検出されたことは、弥生時代中期前半の集落を理解する上で評価で

きよう。特に、低地部に掘削された２重環濠の両側から、土塁状遺構が検出されたこと、

集落の南西側では、環濠の出入口をはさんだ南側に大型掘立柱建物およびそれを中心とし

て形成された墓域がひろがり、北側居住域にも方形周溝墓・土壙墓が造営される、といっ

た特異な景観が見られることは、大いに注目される。

　99 Ｇ区以外の調査区において、縄文晩期に属する深鉢や弥生前期に属する壺・甕などが、

少量であるが出土しており、99 Ａ・Ｉ区及び谷の上層では該期の遺物を含む包含層が見ら

れた。これらから、この時期に遺跡が形成されたと考えられるが、遺構については確認で

一宮市千秋町塩尻

一宮パーキングエリア建設に伴う事前調査

平成 11 年５月〜平成 12 年３月

22,500 ㎡

赤塚次郎・飴谷　一・加藤博紀・川添和暁・洲嵜和宏
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きなかったため、性格は不明である。

　弥生中期初頭には、内環濠ＳＤ 01・外環濠ＳＤ 02 の２重の環濠が掘削される。それぞ

れの規模は、内環濠は幅約 3.5 ｍ、深さ約 0.7 ｍ、外環濠は幅約３ｍ、深さ約 0.6 ｍで、共

に断面は逆台形を呈する。これらは、99 Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｈ区にのびており、Ｃ区では北

東に、Ｅ区では北西に、それぞれ弧を描きつつさらに北側へと続くことから、環濠に囲ま

れた居住域の大きさはおよそ 200 ｍ程度と思われる。居住域が展開する微高地から南東側

へやや下がった低地部分では、環濠を掘削した際に土を盛り上げたと見られる高さ 0.3 〜 0.4

ｍくらいの土塁状遺構が確認できた。99 Ｅ区の北東から 99 Ｄ区の中程にかけて見られた

洪水性の砂層は、部分的に外環濠をも埋没させており、遺構との前後関係から中期前葉末

頃に大規模な洪水が付近一帯にあったことが想定される。99 Ｃ区では外環濠が途切れる部

分があり、その南側に隣接して３×３間の掘立柱建物ＳＢ 01 が検出された。居住域の出入

口付近に位置し、南北長約５ｍ・東西長約６ｍの規模を持つ掘立柱建物は、他地域と比べ

ても例がなく、特殊な建物であった可能性が高い。この建物の南側に築かれた方形周溝墓

ＳＺ 02 は、周溝の四隅が切れるタイプのもので、１辺約 11 ｍの規模をもつ。この墳丘墓

が造営されて以降、この付近には墓域が形成されていく。

　一時的に２重環濠が再度巡らされるが、次第にその機能は低下していく。それと共に、中

期前葉において居住域であった 99 Ｃ区では、中期中葉には環濠の内側にも墳墓が造営され

るようになり、居住域の様相が変化する。そして、集落の北東側にも墓域が設けられ、南

と西側には、一時的であるが、小規模な水田が見られるようになる。

　中期中葉初頭に、外環濠は再掘削され、土塁状遺構も再構築されるが、中期中葉の貝田

町式期古段階には、２重環濠はなかば埋没していたようである。こうした２重の環濠に挟

まれた特異な場所に位置する 99 Ｅ区の竪穴住居ＳＫ 95 は、赤色顔料の塊も検出されてい

ることから、非日常的な活動（祭祀？）に関わる施設であったと思われる。一方、99 Ｅ区

では外環濠から枝分かれして調査区の東へとのびていく溝ＳＤ 04 が掘削されていることか

ら、部分的には機能していたと見られる。

　集落の南側の墓域はＢ・Ｃ・Ｉ区にわたって拡大する。整然と配置された状況から、環

濠の出入口およびそれに南接する 99 Ｃ区ＳＢ 01 を意識していたようである。検出された

９基の土壙墓は、概ね長軸約２ｍ、短軸約１ｍを測るが、99 Ｃ区ＳＫ 41 は長軸約３ｍ、

短軸約２ｍとやや突出した規模をもつ。また方形周溝墓はいずれも周溝の四隅が切れるタ

イプのもので、99 Ｂ・Ｃ区で検出されたＳＺ 01・03・05・07 は、前段階に築かれた 99

Ｂ区ＳＺ 02 と主軸を同じくする。これら４つの墳丘墓のうち、ＳＺ 01 とＳＺ 05 は１辺

約 11 ｍを測る正方形のもので、主体部を検出することができた。そしてＳＺ 05 及びＳＫ

41・43・54 は、環濠の出入口の北側に隣接する居住域内に造営されていることから、特

殊な墳墓であったと考えられる。この墓域の東側で南北線上に並んで検出された竪穴住居

ＳＢ 02・03・04 は、これらの方形周溝墓とほぼ主軸を同じくしている。また 99 Ｃ区ＳＺ

06・99 Ｉ区ＳＺ 01・02 は、東西軸約５〜７ｍ、南北軸約７〜９ｍの長方形のプランをもち、

前述した４基の墳丘墓とは形状や主軸方向を若干異にする。墓壙は主体部を含めて 12 基が

検出され、うち６基において組み合わせ式木棺の痕跡が認められたが、構造を明らかにす

Ⅰ−２期　

Ⅰ—３期　
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ることはできなかった。また副葬品と思われる壺などが出土した。そしてＳＢ 01 と基軸を

同じくするＳＤ 45 からは、廃棄されたと思われる多くの土器が出土した。一方、居住域の

南東側の 99 Ｄ区でも土器棺ＳＺ 01 が検出され、99 Ｆ区でも３基の方形周溝墓が確認でき

たことから、調査区のさらに北東側にも墓域が展開していくと思われる。

　99 Ｈ区から 99 Ｃ区の谷地形に近接する低湿地部には、小規模な水田がつくられ、微高

地の周縁が生産域として利用されていた状況が窺える。１つの区画の大きさは、長辺５ｍ

以上、短辺３〜４ｍ程度である。遺構の残存状況はあまり良くなく、短期間で廃絶された

ようである。99 Ａ・Ｉ区でも、西墓域の西端を区画する溝と考えられるＳＤ 11 の西側に、

畦畔状の高まりによる区画がいくつか検出されたことから、この付近にも小規模な水田域

が広がっていた可能性もある。99 Ｄ区・99 Ｈ区から炭化米が出土していることも、この集

落で稲作が行われていたことを示す傍証となろう。

　貝田町式期古段階に再度の大規模な洪水に見まわれたことにより、遺構の展開規模は急

速に縮小していく。99 Ｂ区ＳＺ 04 は、１辺約６ｍの規模を持つ墳丘墓で、西側の周溝か

らは供献土器と思われる壺が出土した。99 Ａ区ＳＺ 01 は、幅約３ｍの周溝が２本検出さ

れたのみであるため形態は不明であるが、１辺約 10 ｍ以上の規模を持つ大型の墳丘墓であ

ることが推測される。

　中期末段階では、99 Ｃ区で土坑ＳＫ 61 が検出されたのみで、調査区全域においても該

期の遺物は見られない。したがって、弥生時代の猫島遺跡の終焉をこの時期と考えること

ができる。

　99 Ｅ区でのみ遺構が確認できた。溝ＳＤ 27 は、調査区の北東から西へ向かって緩やか

な弧を描きながらのびている。この溝の東側に位置する土坑ＳＫ 123 からは、古墳時代前

期初頭（廻間Ⅰ式期）に位置づけられるパレススタイル土器などが出土している。また、

99 Ｄ・Ｅ区の東側を覆っていた洪水性の砂層の上層や谷地形縁辺の包含層中から、「Ｓ字甕」

などの古式土師器や６世紀後葉〜７世紀前後のものと推定される須恵器片など、古墳時代

前期から後期にかけての遺物が散見された。

　99 Ｂ・Ｅ・Ｆ区で遺構が確認されている。99 Ｂ区中央付近で検出されたＳＥ 01 は、底

部に曲物が設置されていた井戸である。平面は、長径 1.7 ｍ、短径 1.3 ｍの楕円形で、検出

面からの深さは約 0.8 ｍ、断面逆台形を呈するすり鉢状の掘形である。井戸底部に設置され

た曲物の製作技法からみて平安時代以降であろうと推測された。しかし、供伴する須恵器

盤が型式的には８世紀中葉段階に属すると見られるので、この遺構の掘削年代もその時期

まで遡る可能性がある。99 Ｅ区ＳＫ 84 と 99 Ｆ区ＳＫ 01 も、井戸と考えられる大型の土

坑である。99 Ｅ区で検出された溝ＳＤ 22 下層からは、ほぼ同時期に掘削されたと思われ

る土坑を数基検出した。このうち土坑ＳＫ 81 では底面に曲物の痕跡が見られた。ＳＫ 149

は複数の小土坑が連結した土坑である。これらの遺構からは、９世紀前後くらいに比定さ

れる灰釉陶器椀、須恵器杯、須恵器甕などが出土した。

　調査区全域にわたって灰釉系陶器片が出土し、溝や井戸などが検出されていることから、

中世段階においては生活領域内であったことが窺われる。99 Ｃ区の西側から検出された柱

穴と思われる３基の小土坑のうち、ＳＫ 29 からは 14 世紀後葉〜 15 世紀初頭に比定され

Ⅰ−４期　

Ⅱ　 期　

Ⅲ　 期　

Ⅳ　 期　　
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ま と め

る北部系灰釉系陶器椀が完形で出土した。99 Ｅ区で検出された溝ＳＤ 29・31 は、北東か

ら南西方向へほぼ並行して走ることから、微高地に沿った道の側溝とも考えられる。室町時

代の後半になると、これらの溝に直交する小溝や東西南北の方位とほぼ同一方向に走る溝な

どが掘削される。こうした状況は他の調査区においても、多く見られる。また 99 Ｅ区ＳＫ

51 の底面からは２段に積み上げられた円形曲物桶が、良好な状態で検出された。99 Ｉ区Ｓ

Ｋ 01 からは、12 世紀後半頃に比定される灰釉系陶器椀が伏せられた状態で出土した。

　谷地形の縁辺にあたる低湿地部には、方形土坑が掘削される。プランは隅丸の長方形も

しくは方形に近いものとがあり、大きさも長軸辺が１ｍ程度の小型のもの、1.5 ｍ〜３ｍ程

度の中型のもの、４ｍ以上の大型のもの、との３種類に分かれる。また主軸方位も、中型・

大型のものは南北もしくは東西方向であるが、小型のものは谷地形の方向と同じくする。出

土遺物は稀薄だが、99 Ｄ区ＳＫ 02 からは 14 世紀頃に位置づけられる灰釉系陶器の皿が出

土した。

　今回の調査によって得られた成果は、以下の４点である。

①弥生時代中期初頭から中葉段階に属する２重の環濠・掘立柱建物・竪穴住居・土壙墓・方

形周溝墓・水田といった、集落を構成する要素となる遺構が検出された。この時期の遺跡で、

これほどまとまった遺構が検出された例は、尾張地域ではほとんど類例がなく、当該期の

集落を理解する上で評価できる。

②集落の西側に造営された土壙墓・方形周溝墓は、環濠の出入口および南接する大型掘立柱

建物ＳＢ 01 が設けられた「場」を意識していたようである。こうした遺構の配置から、当

時の精神生活の一端を窺うことができる。また、低地部に掘削された２重の環濠の両側には、

土塁状の高まりが築かれていたことが確認できた。

③遺構を検出することはできなかったが、調査区のほぼ全域で縄文時代晩期から弥生時代

前期にかけての遺物も散見されたことから、遺跡の初現はこの時期まで遡る可能性が高い。

④古墳時代から中世にかけての遺構・遺物は稀薄である。

（赤塚次郎・飴谷　一・加藤博紀・川添和暁・洲嵜和宏）
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Ⅰ−１期　出土遺物

99Ｄ区　土塁状遺構

99Ｃ区　２重環濠

谷 

N
Ⅰｰ1期遺物出土地点 

第１図　Ⅰ−１期

谷 

N

SZ02

SD01SD02

土塁状遺構 SB01

(第１次) 洪水 

第２図　Ⅰ−２期
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第３図　Ⅰ—３期

N

谷 

SD08

SZ04

SK61

第４図　Ⅰ—４期

99Ａ区　ＳＺ 01

99 Ｈ区　２重環濠遺物出土状況

99Ｅ区　２重環濠
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99 Ｂ区　ＳＥ 01

第７図　Ⅳ期

第６図　Ⅲ期

谷 

N SK123

SD27

第５図　Ⅱ期

中世方形土坑
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99 Ｂ ･ Ｃ区　ＳＺ 05・２重環濠・ＳＢ 01 99 Ｃ区　ＳＢ 01

99 Ｃ区　ＳＢ 01柱痕 99Ｃ区　ＳＫ 41

99 Ｃ区　ＳＺ 05 99 Ｃ区　ＳＺ 05主体部（ＳＫ 42）

99Ｅ区　ＳＫ 9599 Ｃ区　ＳＤ 45
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伝
でんぽう
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だ

遺跡

調査の経過

調査の概要

調査地点（1/2.5 万「一宮」）

　伝法寺野田遺跡は一宮市の南東端、丹陽町伝法寺地内に所在し、五条川がそのなかほどで

大きく蛇行する地点の右岸域に立地する。発掘調査は五条川右岸流域下水道建設に伴うも

ので、平成 10 年度調査区の東側、2,000 ㎡の調査を行った（調査区の位置については、権

現山遺跡の調査区位置図に一緒に示しておいた）。

　昨年度の調査では、弥生時代中期中葉と考えられる水田が検出されており、大畦畔の脇

からは無茎銅鏃が出土している。今回の調査区は、その水田域の北東にのびる微高地上に

位置していて弥生時代中期中葉の遺物包含層の堆積はうすく、間層の灰黄色シルト層の堆

積は認められなかった。

　弥生時代の遺構としては、調査区の南東部分で大きく円弧を描くように溝（ＳＤ 10）が走っ

ており、出土遺物から水田と同時期の遺構と考えられる。そしてＳＤ 10 の内側の部分では、

溝に隣接する形で４基、その東側で４基の竪穴状遺構を検出することができた。いずれの

竪穴状遺構からも遺物はまったく出土していないが、弥生時代中期の遺物包含層を掘り下

げていく段階で検出された遺構であり、やはり水田域と関連する遺構であると考えられる。

ただし西側の竪穴状遺構と溝とはかなり近接しており、少なくとも西側の竪穴状遺構につ

いては、溝よりもやや先行する可能性が高い。

　中世の主な遺構としては、調査区南西部分で北東から南西方向に大きくカーブしながら並

走する２本の溝がある。幅はそれぞれ 50 〜 60 ㎝程度だが、深さは西側（ＳＤ 15）の溝が

東側の溝（ＳＤ 14）よりも深くなっている。またＳＤ 14 については、陸橋状に掘り残さ

れた部分を確認している。さらにこれらの溝の 20 ｍ程北には、幅 200 ㎝、深さ 50 ㎝の東

西方向の溝（ＳＤ 07）がある。いずれの遺構も南部系の灰釉系陶器が主体で、おおむね 12

世紀のものが中心となっている。それ以外の遺物としては、ＳＤ 07 からは須恵器や清郷型

鍋なども出土しているが、古代の遺構は確認することができなかった。

　今回の調査では、昨年度の水田に加えて、微高地上に溝や竪穴状遺構を検出することが

できた。竪穴状遺構に関してはさらに細かく検討していく必要があると思われるが、弥生

時代の集落景観を復原していく上で大きな成果であるといえよう。　　　　　（伊藤太佳彦）

一宮市丹陽町伝法寺地内

五条川右岸流域下水道建設

平成 11 年４月〜８月

2000 ㎡

春日井　毅・伊藤太佳彦・木川正夫
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権
ごんげんやま

現山遺跡

調査の経過

調査の概要

調査地点（1/2.5 万「一宮」）

　権現山遺跡は、岩倉市の南西部にあたる北島町および野寄町地内に所在し、五条川右岸

に形成された自然堤防状に立地している。発掘調査は五条川右岸流域下水道建設に伴うも

ので、愛知県土木部より愛知県教育委員会を通じた委託事業として平成８年度より実施し

ている。今年度は本調査と範囲確認調査を合わせて 500 ㎡の調査を実施した。

　今回の調査区（Ａ〜Ｄ区）は、96 年度調査区と 97 年度調査区を結ぶ形でトレンチ状に

設定されている。現在は標高６ｍ程の平坦な地形であるが、各調査区の状況から判断すると、

かなり大規模に削平されているものと考えられる。おそらく 96 年度調査区と 97 年度調査

区の間が谷状にくぼみ、その両側の微高地状の部分に遺構が展開していたものと思われる。

　これまでの調査では縄文時代後期（Ⅰ期）・弥生時代後期〜古墳時代初頭（Ⅱ期）・古墳

時代後期（Ⅲ期）・奈良時代後期（Ⅳ期）・江戸時代後期以降（Ⅴ期）の遺構・遺物が確認

されている。今回の調査ではＡ区でⅠ期の、Ｃ区ではⅡ期の遺構を検出し、Ｂ区と D 区で

は新たに中世の遺構・遺物を確認することができた。

　Ａ区では北東のコーナー部分で竪穴状遺構が検出され、炭化材や焼土といっしょに縄文

土器や石器がまとまって出土している。

　Ｃ区で検出された溝は、97 年度調査および 96 年の範囲確認調査（Ｔ８）の結果から、

97 年度調査区のＳＺ 02 と、その東側に位置すると考えられる墳丘墓（ＳＺ 03）の一部で

ある可能性が高い。いずれの溝も遺物の量は少ないが、ＳＺ 02 の一部と考えられる溝から

は廻間Ⅰ式の甕が出土している。

　Ｂ区とＤ区では、幅 3.5 ｍ、深さ 1.3 ｍの東西方向の溝を検出している。この溝は２度掘

り直されており、何らかの区画を意識したものと考えられる。溝からは灰釉系陶器や古瀬

戸の卸皿などが出土しているほか、須恵器がまとまって出土している。今回の調査ではⅣ

期の遺構は確認できなかったが、この時期の遺構が周辺に展開しているものと考えられる。

　また範囲確認調査の結果から、遺跡の南側の部分は大規模な削平によって大半がすでに

破壊されてしまったものと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　（伊藤太佳彦）

岩倉市北島町および野寄町地内

五条川右岸流域下水道建設

平成 11 年５月〜８月

500 ㎡

春日井　毅・飴谷　一・加藤博紀・伊藤太佳彦・

木川正夫・蔭山誠一
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Ⅱ期の遺構 

Ⅲ期の遺構 

SB01 
 

SZ01
SZ02

SZ03

円墳１ 

円墳２ 

円墳3

97年調査区 

96年T8

99年C区 

第２図　Ⅱ〜Ⅴ期遺構図（１：800）

第１図　調査区位置図（１：5,000）
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川
かわ

田
だ

遺跡

調査の経過

立地と環境

調査の概要

古 墳 時 代

調査地点（1/2.5 万「津島」）

　調査は、県道一宮・弥富線建設に伴う事前調査として、愛知県土木部より愛知県教育委

員会を通じた委託事業として実施した。平成 11 年８月から平成 12 年１月まで、1,800 ㎡

をＡ・Ｂ区の２つの調査区に設定して実施した。

　川田遺跡は、佐織町中心部から津島市寄りの佐織町大字見越字川田に所在する。大字見越

は海抜０メ−トル地帯が面積の半分近くを占め、一般的に海抜０メートル以上を宅地と畑

地に、０メートル以下を水田に利用しているようである。遺跡は領内川とその支流の新堀

川の右岸の沖積地に立地しているが、江戸時代以降の河川改修で付近の河川は流路をかな

り変更しているので、遺跡の基盤層の砂は木曽川水系の河川によるものであろうが、具体

的にどの河川の堆積物かは不明である。付近の遺跡として、南東方の津島市域には弥生時

代の埋田遺跡が、東方には日光川を挟んで古墳時代初期の奥津社古墳が、同じく東方に奈

良時代の諸桑廃寺等の遺跡が分布する。今回の調査区付近は、江戸時代後期の村絵図によ

ると畑地であり、現在も調査区の東西両側は畑地である。畑の表面の標高は約＋ 30 ㎝、古

墳周溝の検出面の標高は約− 50 ㎝、古墳周溝の底部の標高は約− 110 ㎝であった。付近

に弥生時代や古墳時代の遺跡がかなり存在することから、川田遺跡に古墳が造営された頃

にはすでに海岸線はかなり南方にあったと考えられる。　

　川田遺跡は古墳時代から中世（鎌倉時代）へと続く複合遺跡である。検出された遺構・遺

物は、古墳時代（５世紀末）、古代（７世紀中葉〜８世紀）、中世（平安末〜鎌倉時代）の

３時期に区分できる。

　本年度の調査成果としては、古墳時代（５世紀末）の埴輪や須恵器・土師器を伴う古墳

の周溝が確認されたこと、その古墳の周溝を古代（７世紀中葉）に再利用して須恵器・土

師器等を遺棄した溝が確認されたこと、古墳を削平しながら中世（平安末〜鎌倉時代）に

山茶椀片を伴う土坑墓が 70 基余り確認されたことなどがあげられる。

　古墳時代（５世紀末）の遺構としては、調査区中央付近で円墳と思われる古墳（ＳＺ 01）

の周溝（A 区ＳＤ 25・28・Ｂ区ＳＤ 06 下層）が検出された。円墳とすれば周溝の中心か

ら中心までの直径は約 22 メートルである。A 区ＳＤ 25 の南と A 区ＳＤ 28 の間にはそれ

ぞれの溝に並行するかのように浅溝ＳＤ 30 と 29（周溝検出面から深さ約 20 ㎝。ＳＤ 29

で埴輪片若干出土）が検出されている。そして、ＳＤ 25 は東壁に接近するにしたがって浅

く収束し、並行するＳＤ 30 も閉じているので、東壁にもぐった辺り（つまり円墳の主体部

から見て北東方向）に陸橋があった可能性がある。埋葬施設については検出されなかった。

墳丘部にそれがあったとすれば、中世にはすでに削平されていたと考えられる。また、Ｓ

海部郡佐織町大字見越字川田地内

県道一宮・弥富線建設工事

平成 11 年８月〜 12 年１月

1,800 ㎡

春日井毅・伊藤太佳彦・木川正夫
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Ｚ 01 の南方でほぼ同時期の溝が数条（A 区ＳＤ 27･31・32・33・34・Ｂ区ＳＤ 04･05・

08・15･18）検出された。この時期の遺構からの主な遺物としては、円筒埴輪片や形象埴

輪片（ＳＺ 01 南辺周溝付近で多く、北辺では最下層ではりついた状態で若干出土した。形

象埴輪は盾形と思われるものがある。）・須恵器（Ｈ -11 式期）・土師器・馬歯（ＳＤ 25・

28 の最下層）などがあげられる。　

　古代（７世紀中葉）の遺構としては、調査区中央付近で古墳の周溝を再利用した溝（A 区

SD25・Ｂ区ＳＤ 07）や北部で一辺約５メ−トルの正方形にめぐる溝（A 区ＳＤ 24）、それ

とほぼ方向の合っている溝（Ｂ区ＳＤ 12･13･14）等が検出された。Ｂ区ＳＤ 06 上層は古

墳周溝であるＳＤ 06 下層の北西辺をさらに深めるように掘られており、Ｂ区西壁へ抜けて

いく。以上の溝は、ほぼ北東方向に平行または垂直なので、この時代にはなんらか（例え

ば当時付近にあった河川）の規制により方向付けられていた可能性がある。主な遺物とし

ては、A 区ＳＤ 25 から須恵器（I-17 式期。器種は多岐にわたる）・土師器・鞴の羽口など、

A 区ＳＤ 24 から土師器・管状土錘の集積（約 30 点）があげられる。また、A 区南東部の

上層の遺構や最南部の自然流路（A 区ＮＲ 01）から８世紀の瓦片が若干出土しているので、

付近に古代寺院があった可能性が考えられる。

　中世（平安末〜鎌倉時代）の遺構としては、A 区北東部とＢ区中央中軸部で主に南北方

向に長辺をとった方形土坑が 70 基余り検出された。単独のものもあるが、ほとんどが切り

合っている。掘り形は立ち上がりが急な箱掘りで深さ数十㎝。大きさは大小さまざまあるが、

平均的なもので長辺 180 ㎝、短辺 90 ㎝程度である。主な遺物として山茶椀片等が出土し

ている。墓穴として掘られたと思われるが、人骨等の遺体はいっさい出土していない。A 区

北部のピット（Ｐ 227）からは完形の山茶椀（平安末）が１点出土している。また、最南

部の自然流路（A・Ｂ区ＮＲ 01）は中世のものと考えられる。A 区南端で掘りきった底部

の標高は− 170 ㎝であり、さらに南へ落ち込んでいくようである。主な遺物は、古墳時代

の溝を削って混入したと考えられる５世紀末の須恵器・埴輪片、古代瓦（８世紀）、山茶椀、

馬歯・馬骨などである。

　今年度の調査によって、主に３時期に区分されることが分かったが、住居跡などの直接

生活に関係する遺構はいずれの時期においても検出されなかった。生業の痕跡として古代

の土錘群や鞴の羽口が出土しているので、付近に居住域はあったと思われる。現在調査区

南東に隣接するように墓地があり、江戸時代後期の村絵図にその墓地とその南西に位置す

る見越村の集落がすでに描かれているので、中世にはすでにその集落が存在し自然流路を

挟んで北東方に墓地が形成されていたと思われる。なお、滋賀県醒ヶ井松尾寺所蔵鰐口銘

文に「尾州海西郡三腰（現在の見越）極楽寺金鼓　弘安六年癸未（1283 年）十月十八日大

工西善」とあるのが「みこし」の地名の初見である。　　　　　　　　　　　　（木川正夫）

古 代 　

中 世 　

ま と め
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第１図　調査区位置図（１：5,000）

第２図　古墳時代・古代遺構配置図（１：600）
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Ａ区　ＳＤ 25・28上層（北より） Ｂ区　ＳＤ 06（北より）

Ａ区　ＳＤ 28埴輪片・馬歯出土状況（南より）

Ａ区　ＳＤ 25須恵器等出土状況（西より）

Ａ区　ＳＤ 24管状土錘群出土状況（南より）

Ｂ区　ＳＤ 06須恵器等出土状況（西より）

Ａ区　ＳＤ 25中央部須恵器等出土状況（西よ

Ａ区　ピット 227 山茶椀出土状況（北より）
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清
きよ

洲
す

城
じょう

下
か

町
まち

遺跡

調査の経過

調査の概要

ま と め

調査地点（1/2.5 万「清洲」）

　清洲城下町遺跡は五条川中流域に形成された自然堤防と後背湿地上に立地する古代から

近世にかけての複合遺跡である。今年度は五条川の左岸、長者橋の北側のＡ区と南側のＢ

区の調査を行った。

　99 Ａ区は本町地区の一番南に位置し、標高 2.5 ｍを第１面、地山の砂層直上を第２面と

して調査を行った。調査区東側は大きく削り取られた状態になっていて、第１面から約 50

㎝程低くなっている（ＳＸ 01）。ＳＸ 01 は南側ではクランク状に曲がっており、89 Ｃ区

で検出されたような畝状遺構が展開する。もともとは城下町後期の遺構が東側部分から 89

Ｃ区にかけても展開していたものと思われる。

　調査区中央には南北方向に溝があり（ＳＤ 01 およびＳＤ 03）、その両側に井戸や廃棄土

坑が展開している。廃棄土坑内からはトリベや銅滓などが多く確認でき、鋳造関係の遺構

があったと思われる。第２面ではＳＤ 03 に切られる東西方向の溝を３条検出したが、その

内の１条は城下町期前期の区画溝と考えられ、天正地震の痕跡が確認できた。

　99 Ｂ区は南部地区の一番北に位置し、標高 2.4 ｍを第１面、地山のシルト層直上を第２

面として調査を行った。調査区の南側には 91 Ｂ区の北半部と同様に江戸時代以降の整地層

が堆積しているが、今回この部分で旧堤防（ＳＸ 01）を確認することができた。一方、調

査区北側では城下町期後期の遺構を確認できた。南北方向の溝であるＳＤ 01 は 99 Ａ区の

ＳＤ 01 とつながる溝と考えられるが、これと直交する形で区画溝であるＳＤ 04 および 05

が存在する。ＳＤ 04 および 05 の周辺にはやはり井戸や廃棄土坑群が展開し、99 Ａ区と同

じような状況がうかがえる。

　今回の調査区では江戸時代以降と思われる整地層などによって半分近くが削られている

ものの、城下町期後期の遺構群がかなり密に展開している様子を確認することができた。整

地層部分についても同様に遺構が展開していたものと考えられ、城下町期後期の町屋の状

況を復原するうえで重要な情報を提供できたと言えるだろう。さらに整地層部分でも、Ａ

区では 89 Ｃ区の畝状遺構との関連を、Ｂ区では旧堤防の存在を確認できたことは大きな成

果であった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（伊藤太佳彦）

西春日井郡清洲町

五条川河川改修

平成 11 年 12 月〜 12 年３月

1,700 ㎡

春日井　毅・伊藤太佳彦・木川正夫
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SX01

SD03

SD01

SD01

SK92

SK180
SK174
SK175

SD05

SD04

SX01

 Y=-29540 Y=-29560

 X=-87645

 X=-87645

99A区 

99B区 

第１図　調査区位置図（１：2,500）

第２図　遺構図
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平
ひら

手
て

町
ちょう

遺跡

名古屋市北区平手町１丁目１番地

環境整備工事に伴う事前調査

平成 11 年４月〜９月

1,500 ㎡

赤塚次郎・加藤博紀・永井宏幸

調査の経過

立地と環境

調査の概要

弥 生 時 代

調査地点（1/2.5 万「名古屋北部」）

　発掘調査は通産省名古屋工業技術院名古屋工業技術研究所内の環境整備工事に伴うもの

で、通産省より愛知県教育委員会を通じて委託を受け、平成 11 年４月〜９月にかけて試掘・

立会調査を含め 1,500 ㎡を対象に行った。

　平手町遺跡は、名古屋市北区平手町１丁目に所在する。名古屋市の北東から南西に流れ

る庄内川と矢田川の合流地点から約２㎞南下した標高５ｍ前後の沖積地に立地する。隣接

する遺跡としては、南西に弥生時代の拠点集落として有名な西志賀遺跡、北東に弥生時代

から戦国時代にいたる複合遺跡である志賀公園遺跡がある。

　調査区はＡ〜Ｃ区を設定した。そのうちＢ区は遺構・遺物ともに希薄であったため、ト

レンチ調査を行った。Ｃ区は調査対象深度が上面遺構の検出面に相当したため、遺構検出

に留めた。遺構・遺物が確認できたＡ区について、弥生時代に関して概要を記す。

　弥生時代の遺構としては、環濠と推定される溝２条、竪穴住居１軒、墳丘墓の溝１条な

どを検出した。

　環濠と推定される溝は調査区を東西に縦断するＳＤ 03 と調査区南西隅にかろうじて検

出されたＳＤ 06 がある。ＳＤ 03 は断面形が逆台形、上部幅約７ｍ、下部幅約２ｍ、深さ

1.2 ｍの規模を有する。堆積状況については、ハマグリを主体とする混貝土層が大きく３層、

その間に炭化物層や焼土層を挟むことが観察できた。溝の埋没時期については、出土土器

から中期中葉（貝田町式）を中心に、中期前葉（朝日式）〜中期末葉（高蔵式）が比定で

きる。一方、ＳＤ 06 は調査区隅で検出されたため規模が推定できない。堆積状況について

は、カキ主体の混土貝層とハマグリ主体の混土貝層が観察できた。溝の埋没時期については、

出土土器から前期後半を中心に上層では中期前葉（朝日式）が比定できる。

　その他の遺構としては、土塁と推定できる版築状の堆積がＳＤ 03 とＳＤ 06 の間に確認

できた。また、土塁の上位には中期末（高蔵式）の竪穴住居、ＳＤ 03 に重なって確認でき

た後期前半（山中式）に比定できる墳丘墓の溝（ＳＤ 04）がある。

　今回の調査で検出した溝（ＳＤ 03）は名古屋市教育委員会の調査（1995 年）によって

検出された溝の規模や出土遺物の時期から同一遺構の可能性が高い。したがって、ＳＤ 03

は西志賀遺跡の北端を取り囲む環濠として捉えられる。　　　　　　　　　　　（永井宏幸）
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第１図　環濠の推定ライン（１：2,000）

第２図　遺構全体図（１：400）

99Ａ弥生時代の遺構（西から）ＳＤ 06断面

ＳＤ 03断面
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朝
あさ

日
ひ

遺跡

調査地点（1/2.5 万「清洲）

調査の経過

立地と環境

調査の概要

　名岐道路建設に伴い、朝日遺跡にかかる部分について事前調査を行う必要があった。そこ

で昨年度より名古屋高速道路公社より愛知県教育委員会を通して委託された当埋蔵文化財

センターにおいて発掘調査を実施している。今年度の調査は平成 10 年度年報における朝日

遺跡「調査区の表記について」に準じてＡ区に 99Aa 区〜 99Ae 区の５ヶ所、Ｂ区に 99Ba 区・

99Bb 区の２ヶ所、Ｃ区に 99Ca 区〜 99Ci 区の９ヶ所、Ｄ区に 99Da 区・99Db 区の 2 ヶ所

の併せて 18 ヶ所の調査区を設定し、2,400 ㎡を調査した。調査期間は平成 11 年 10 月か

ら平成 12 年 3 月である。

　朝日遺跡は西春日井郡清洲町を中心に同春日町、新川町、名古屋市西区に広がる東海地

方屈指の弥生時代集落で、現在では五条川左岸の後背湿地に当たる地域となっている。

　99Aa 区〜 99Ad 区は、これまでの調査で「北居住区」に想定されている地域で、表土下、

標高 2.6 ｍにおいて灰褐色粘質シルトが 20 〜 40 ㎝堆積しており、以下 60 〜 80 ㎝の層厚

で弥生時代の遺物包含層となる黒色シルトがあり、標高 1.8 ｍ前後で地山層となる灰オリー

ブ色砂が堆積していた。遺構遺物は弥生時代後期から古墳時代前期初頭のものが主体で、遺

構では竪穴住居、土坑、溝等を検出した。竪穴住居は短辺が３ｍ〜５ｍ、長辺が４ｍ〜６

ｍ程の平面方形から長方形の掘り形を持つもので、深さ 30 ㎝前後の深さで残存しているも

のがあった。

　99Ba 区は「北居住区」の環濠帯を挟んで東に広がる弥生時代中期の居住域と墓域が想定

される地域で、表土下の標高 2.6 ｍから下に 50 ㎝程の弥生時代の遺物包含層である黒色シ

ルト層が堆積していた。上面において弥生時代中期後葉の方形周溝墓１基、下面にて弥生時

代中期前半の竪穴住居２棟、方形周溝墓１基、土坑を検出した。上面の方形周溝墓は、検

出した１つのコーナー部が陸橋部となり、下面で検出した方形周溝墓は、４隅が切れる平

面長方形のマウンドになる。下面の方形周溝墓の北溝と東溝において 30 ㎝程深くなる長さ

1.25 ｍと 1.35 ｍの溝内土坑があった。

　99Bb 区は「谷Ａ」にあたる地域で、表土下標高 2.1 ｍ前後にて旧河道上面を検出した。

確認できた河道底は標高− 0.8 ｍで、それより下層は灰色粗粒砂層となる。旧河道は１〜６

層に分けて掘削した。１層は弥生時代後期以後の堆積で、２層が弥生時代中期後葉、３層〜

５層が弥生時代中期中葉、６層が弥生時代中期前葉〜中葉の堆積であった。５層は溝状に

堆積したマガキを主体にハマグリ、シジミ、アカニシが混じる貝層で、貝層の西側から東

に順に堆積していく４つの貝層に分けられた。貝層からは装飾のある柄、銛などの骨角製品、

獣骨などが検出された。

西春日井郡清洲町、新川町、春日町、名古屋市西区

名岐道路建設

平成 11 年 10 月〜平成 12 年 3 月

2,400 ㎡

赤塚次郎、鈴木正貴、蔭山誠一
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　99Ce 区は昨年度の 98Ca 区に隣接する調査区で表土下標高 1.7 ｍにおいて灰褐色粘質シ

ルトが 10 ㎝前後堆積しており、以下 40 ㎝前後の弥生時代遺物包含層である黒色シルト層

が堆積し、標高 1.3 ｍ前後にて地山の灰オリーブ色シルトの層となる。遺構遺物は弥生時代

中期後葉のものが主体で、黒色シルト層上面において溝２条、方形周溝墓３基を検出した。

溝は「南居住区」の南東に位置する居住区の南限を画すると思われるもので、どちらも幅 3.5

ｍ前後、深さ 0.8 ｍ〜 0.9 ｍ前後の断面逆台形状で、北東から南西にめぐり、溝の上層は古

墳時代前期の洪水と思われる砂の堆積で埋まっていた。溝の南側にはマウンドの大きさが

５ｍ前後の方形周溝墓が３基検出され、溝の南東に幅 10 ｍ程の墓域が展開する。

　99Cg 区〜 99Ci 区は 98 年度調査のＣ区と同様、遺構遺物とも稀薄で、弥生時代の遺物包

含層と思われる黒色シルト層も薄く、湿地状の堆積が確認された。　　　　　　（蔭山誠一）

Aa

Ac

Ad

Ba

Bb

Ca

Cb
Cc

Cd

Ce
Cf

Cg

Ch

Ci

D

Ab

Ae

北居住区 

南居住区 
谷B

谷A

第１図　調査区位置図（約１：10,000）

第２図　99Ｂａ区下面（１：200） 99Ｂａ区上面の方形周溝墓（ＳＺ 01　南西か
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99 Ｂａ区　下面の竪穴住居（北西より） 99Ｂａ区　下面の方形周溝墓（ＳＺ 02　南よ

99Ｂｂ区　旧河道の貝層上面（南東より） 99Ｂｂ区　旧河道の堆積（西より）

99Ｂｂ区　旧河道の貝層（西より）

99Ｃｅ区　全景（２面　南より） 99Ｃｅ区　全景（２面　南より）
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99 Ｃｅ区　２条の区画溝（ＳＤ 07・08　南西より）

99Ｃｅ区　ＳＤ 07出土木製品（南より）

99Ｃｅ区　方形周溝墓（ＳＺ 03　西より）

99Ｃｅ区　方形周溝墓（ＳＺ 01　東より）

第３図　99Ｃｅ区２面（１：200）
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牛
うしまき

牧遺跡

調査地点（1/2.5 万「名古屋北部」）

調査の経過

立地と環境

調査の概要

縄文時代晩期

　本年度の調査は県営守山住宅建て替えに伴う事前調査として、愛知県土木部から愛知県教

育委員会を通じて委託を受けたものである。調査面積 1,000 ㎡をＡ・Ｂの２調査区に分けて、

平成 11 年６月から 11 月にかけて調査が実施された（第１図）。

　牛牧遺跡は、名古屋市の北東部、名古屋市守山区大字牛牧・高島町・小幡中３丁目周辺に

所在している。本遺跡は、庄内川と矢田川とに挟まれた熱田台地相当の守山面上にあり、庄

内川に向って広がる台地縁辺部に位置している。1950 年代末に守山市教育委員会が行った

第一・二次調査と、1961 年に名古屋市教育委員会が行った第三次調査によって、縄文時代

晩期の土器棺墓群・平地式住居などが検出され、縄文時代晩期の遺跡として周知となってい

た。

　調査の結果、牛牧遺跡は縄文時代晩期・弥生時代中期・古墳時代中期・中世から戦国期に

かけての４時期に分けられる。その中でも縄文時代晩期の遺構数・遺物数が圧倒的に多く、

この時期が遺跡の中心の時期であったと考えられる。基本層序は上から、表土および礫層（住

宅建設による）・灰褐色粘土質シルト層（旧耕作土　約 20 ㎝）・黒色土（縄文時代晩期の遺

物包含層　約 30 ㎝）・茶褐色土（約 10 ㎝）・明黄褐色礫層（守山面）である。

　縄文時代晩期の遺構としては、土器棺墓群・住居跡・ピット・土坑が検出された（第２図）。

今回の調査成果でも中心となるのは、土器棺墓群である（第３図、写真１〜８）。土器棺墓

は、Ａ区で 24 基、Ｂ区で 17 基の計 41 基が検出された。検出時には旧耕作土直下にて上

部が露出している例が多く、遺構自体に何かしらの破損を受けているものがほとんどである。

41 基のうち、合せ口の例は２例のみであり、他の 39 基は単棺であった。単棺の土器棺で

は他の土器片にて蓋がなされているものも数例見られる。棺身は立位に置かれた１例を除い

て、ほとんどが横位である。棺に使用された土器は、表面調整が条痕もしくはナデ・削りの

みの粗製深鉢がほとんどであるものの、ＳＺ 34・41・44 のような例も検出された。土器

棺墓が営まれた時期はその土器型式から、晩期前葉の元刈谷式期から晩期後葉の突帯文期ま

で継続して営まれたと考えられる。

　住居跡としてはＳＢ 05 １軒のみが検出された。ＳＢ 05 は、２ｍ×３ｍほどの小型の竪

穴式住居であり、楕円形プランを呈している。住居内床面の広い範囲で被熱した痕跡が見ら

れた（写真 13）。その他の遺構に関しては、石剣・磨製石斧・敲石・砥石が一括して納めら

れていた土坑や、打製石斧・磨製石斧が納められていたピット（写真 12）が注目される。

　遺物も縄文時代に属するものの割合が高い。出土遺物は、土器・土製品・石器・石製品である。

土器は、深鉢・浅鉢・台付鉢・注口土器などの器種がみられる。晩期初頭に属するものから

名古屋市守山区大字牛牧・高島町・小幡中３丁目

県営守山住宅建て替えに伴う事前調査

平成 11 年６月〜 11 月

1,000 ㎡

北村和宏・魚住英史・川添和暁
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みられるが、一部後期にさかのぼる可能性もある。土製品は、土偶・土製耳飾りが出土した。

石器は、石鏃・石錐・スクレイパー・磨製石斧・打製石斧・石錘・磨石・敲石・砥石など

が出土した。点数では石鏃が最も多く、石材は下呂石の割合がとても高い。石製品は、石棒・

独鈷石・垂飾などが出土している。

　弥生時代中期の遺構としては、竪穴式住居が１軒検出された（ＳＢ 02）。床面から多くの

炭化材が検出され、また弥生時代中期中葉と思われる壷が出土している。

　古墳時代の遺構に関しては、竪穴状の遺構が２基検出された（ＳＢ 01・ＳＸ 03）。ＳＢ

01 は縄文土器を出す炉址があることから、縄文時代の住居跡に重複してつくられた可能性

がある。また、ＳＸ 03 は、一辺 10 ｍほどの方形プランのなかに、幅１ｍほどの溝状の浅

い落ち込みが検出されている。そのなかに、６世紀前葉の高杯・坏・器台といった須恵器

が出土した。特に器台は、装飾付き器台であり、形状に特徴があり注目される。

　中世以降の遺構に関しては、柵列が一列検出された。

　今回の調査の成果は、以下の通りである。

　縄文時代晩期の土器棺墓群がまとまって発見されたことである。発見数は、尾張地域に

おいては最多となり、縄文時代晩期の葬制の研究に良好な資料を提示した。

　また、竪穴住居跡・土坑群・ピット群など、集落に関わる多くの遺構が検出された。当

時の中心的な集落として、牛牧遺跡を検討することが可能である。

　遺物も、縄文時代晩期初頭から後葉までのものが豊富に出土している。土器・石器のみ

ならず、土偶や・石棒をはじめ、当時の精神文化に関わる遺物も出土している。また土器

や土偶などに赤色顔料が施されているなど、注目すべき遺物が多い。

　また縄文時代のみならず、弥生時代・古墳時代の遺構・遺物も検出された。特に、古墳

時代の装飾付器台は注目される遺物である。　　　　　　　　　　　（魚住英史・川添和暁）

弥生時代

古墳時代

中世以降

ま と め

第１図　調査区配置図（１：1,000）
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第２図　　下面遺構配置図（１：400）

第３図　土器棺配置図（１：400）
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第４図　出土遺物実測図

(１〜３は縮尺１：２、４〜７は同１：３)

６

1

２

３

４ ５

７
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写真１．ＳＺ 04出土状況（東より） 写真２．ＳＺ 13出土状況（南より）

写真３．ＳＺ 24出土状況（北より） 写真４．ＳＺ 27出土状況（東より）

写真５．ＳＺ 34出土状況（北より） 写真６．ＳＺ 41出土状況（西より）

写真７．ＳＺ 40出土状況（南東より） 写真８．ＳＺ 42出土状況（南より）
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写真 14．装飾付器台出土状況（北西より）

写真９．土偶出土状況 写真 10．石棒出土状況

写真 11．注口土器出土状況 写真 12．Ｐ 475 遺物出土状況（打製石斧・磨製石斧）

写真 13．ＳＢ 05（南より）



所 在 地

調査理由

調査期間

調査面積

担 当 者

− 38 −

ＮＡ 311 号窯跡

調査地点（1/2.5 万「鳴海」）

調査の経過

立地と環境

調査の概要

　今回の調査原因は、国道 302 号線建設に先立ったもので、総面積は 1,800 ㎡。調査期間は、

平成 10 年５月〜９月を要した。

　ＮＡ 311 号窯は、名古屋市緑区大高町平部高根に所在する、猿投窯鳴海地区有松支群に

属する窯業遺跡である。調査区周辺は、開発により旧地形が失われ、ほとんどが住宅地と

して利用されているが、遺跡の所在地だけが自然林として残存していた。遺跡の所在地は、

地形的には、南側に向けて傾斜する緩やかな斜面である。

　調査の結果、窯体３基とそれに伴う灰原などを検出した。検出できた窯体は、全て分焔

柱を有する窖窯である。ここでは、ＳＹ 01 〜 03 と呼称する。

　ＳＹ 01 は全長 15.2 ｍを測る。主軸方向はＮ -24° - Ｅで、焚口がほぼ南向きに開口する。

煙道部は全長 2.9 ｍ。平面形が全て残存し、焼成室と煙道部との境界部分では、わずかな範

囲ではあるが、天井部も確認できる。天井高は 0.7 ｍを測る。焼成室は全長 8.0 ｍ、最大幅

2.4 ｍ。壁面は、分焔柱基底部上端から計測して、5.2 ｍ地点で、最大残存値の 0.7 ｍを測

る。床面は、断面観察によれば２枚が確認できた ｡ しかし、その残存状況は良好とは言えず、

二次面がほぼ完全に流失し、一次面が焼成室上部でわずかに残存しているにすぎない。

　ＳＹ 02 は全長 11.8 ｍが残存する。主軸方向はＮ -38° - Ｅで、焚口がほぼ南向きに開口

する。煙道部は 0.9 ｍを残して流失している。焼成室は全長 6.5 ｍ、最大幅 2.9 ｍ。下半には、

天井部が残存する。天井高は 1.2 ｍとなる。床面は、２枚が確認でき、二次面では床下施設

も設置される。確認できたそれは、一次面を剥がし、焼成不良の椀を敷き詰めて、充填土と

炭化物層でこれを覆い、さらに二次面を貼る作業となる。焼成不良の椀を敷き詰めた範囲は、

焼成室全域ではなく、分焔柱基底部上端から計測して 1.1 ｍから 3.7 ｍまでとなる。

　ＳＹ 03 は全長 10.9 ｍが残存する。主軸方向はＮ -48° - Ｅで、焚口がほぼ南向きに開口

する。煙道部は 1.5 ｍを残して流失している。焼成室は全長 6.9 ｍ、最大幅 2.7 ｍ。下半に

は、天井部が残存する。天井高は 1.1 ｍとなる。床面は、２枚が確認でき、二次面上には若

干の馬爪焼台が焼成時の原位置を留めていた。また、二次面では床下施設も設置されている。

確認できたそれは、一次面を剥がし、充填土と炭化物層でこれを覆い、さらに二次面を貼っ

た作業で、ＳＹ 02 のように焼成不良の椀を敷き詰めるものではない。

　灰原は、約 230 ㎡に及び、三群の灰層によって構成される。これらは、上記した窯体に

それぞれ伴うものと考えられる。また、灰原の東側では、灰層を覆う形で遺物包含層が堆

積している。分布範囲は、約 120 ㎡に及ぶ。状況から判断すると、灰層の再堆積土層であ

る可能性が高い。調査区外に、別の窯体が存在していた可能性を考えさせる。

名古屋市緑区大高町平部高根

国道 302 号線建設

平成 10 年５月〜９月

1,800 ㎡

木下　一・竹内　睦・池本正明
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この他に今回確認した特徴的な遺構としては、焼成不良品が多数出土した土坑ＳＫ 03 があ

る。ＳＹ 01 に近接して位置し、平面形は楕円形を呈する。規模は、長径 1.8 ｍ、短径 1.2 ｍ、

検出面からの深さは 0.3 ｍを測る。

　出土遺物は、整理用コンテナー 700 箱に及ぶ。ほとんどが、ほぼ 13 世紀前葉を中心と

する灰釉系陶器と、その焼成に使用した馬爪焼台である。灰釉系陶器の器種には、椀、小皿、

鉢などが確認できるが、前二者でそのほとんどを占める状況にある。

　今回検出できた３基の窯体は、いずれも窯体の残存状態がほぼ良好で、全て鎌倉時代初期

を中心とした比較的短期間に集中している。灰原の堆積状況から、ＳＹ 03 が最も古く、Ｓ

Ｙ 02、ＳＹ 01 へと、操業がほぼ連続している事が考えられる。このため、窯体構造差や

生産内容を相互に直接比較することができ、中世猿投窯の基礎資料としての役割を担うも

のと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（池本正明）

ま と め

調査地点（１：500）
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調査区全景



− 41 −

全景

ＳＹ 02（右）・ＳＹ 03（左）検出状況

ＳＹ 02床下施設

ＳＹ 03前庭部土坑

ＳＹ 01検出状況

ＳＹ 02・ＳＹ 03床面状況

ＳＹ 02床下施設拡大

ＳＫ 03
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鴬
うぐいす

窯跡

調査地点（1/2.5 万「猿投山」）

調査の経過

立地と環境

調査の概要

窯 跡 　

　鴬窯跡は、瀬戸市岩屋町・鳥原町に所在する 14 世紀の後葉から 15 世紀前半の窯跡で発

掘調査は東海環状自動車道建設のため愛知県教育委員会を通じて委託を受け、平成 10 年度

は平成 11 年１月から３月にかけて灰原部分と斜面直下の平坦部分の 900 ㎡調査を実施し

た。平成 11 年度では窯体が想定される尾根直下の調査区Ａ区と昨年度の調査区の北側灰原

部分のＢ区の二つの調査区 400 ㎡を平成 11 年４月から 11 月にかけて実施した。また窯体

の位置を確認するためにＡ区の下方にトレンチを設定し、工事用道路の橋脚部分（昨年度

の調査区の東）についてもトレンチ（Ｃ〜Ｌ）を設定し、それぞれ実施した。

　瀬戸市のほぼ中央に広がる品野盆地の一角で、水野川流域に広がる盆地中央部から南東

方向へ細長く伸びる谷状の奥部分に鴬窯跡は位置し、水野川の支流鳥原川と右岸段丘上に

形成された狭小な沖積地を見下ろす標高 200 ｍから 237 ｍの南側斜面に立地している。周

辺には、縄文時代早期・前期の鳥原縄文遺跡や岩屋堂遺跡、古墳時代以降の鳥原遺跡、近

世後期から明治にかけて磁器を焼成した浄源寺西窯、そして昨年度の調査区の東には近世

後期から明治期にかけての屋敷跡、源吉屋敷が知られている。

　今年度の調査区は、尾根部分と窯体が想定された尾根直下の南斜面のＡ区と昨年度の調

査区の北側にあたる灰原部分のＢ区の２調査区、Ａ区下方のトレンチ、工事用道路橋脚部

分のトレンチの調査を実施した。Ａ区とＡ区下方のトレンチ調査からは窯体１基と工房跡

８ヶ所を検出した。工房跡の一つＳＸ 01・Ｂからは焼成前の天目茶碗５枚重ねたものが 13

個出土した。窯体１基については保存されることとなった。Ｂ区の灰原部分では昨年度の

調査区と同様に、厚い堆積層から膨大な量の遺物が出土した。

　尾根に近い南斜面のＡ区南端で窯体１基（ＳＹ 01）の煙道部を、Ａ区下方のトレンチで

は燃焼室を検出した。

　ＳＹ 01 は、真北から西に約２度振れているもののほぼ真北を主軸として築かれており、

標高は煙道部で 231 ｍ、分焔柱部分で 227 ｍを測り、窯体の比高差はおよそ４ｍである。

　窯体が保存となり焼成室部分は調査していないが、現存長は煙道部から燃焼室の焚口ま

での５ｍ 60 ㎝を測る。窯体最大幅の計測値は得られなかったが、平面プランから 220 ㎝

から 240 ㎝程度と推定できる。

　燃焼室の左右窯壁には焼台や粘土を用いた改修痕が認められ、特に左窯壁では少なくと

も３度の改修が顕著に見られる。当初は大きな石なども焼台とともに用いられている。各

段階の窯壁はそれぞれがよく被熱している様子が確認でき、最終段階の窯壁間は 160 ㎝を

測り、築窯当初の 270 ㎝からおよそ 60％程度にまで縮小されている。左右窯壁は左窯壁が

瀬戸市岩屋町・鳥原町

東海環状自動車道建設

平成 11 年４月〜 11 月

400 ㎡

小澤一弘・宇佐見　守・織部匡久
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平面プランで通常みられる膨らみを確認できるのに対し、右窯壁は多少屈曲部が認められ

るもののほぼ直線に近いラインで燃焼室・煙道部に至るものと推測される。

　分焔柱はほとんどが失われており、かろうじて基部のみが確認でき、残存部は隅丸長方形

を呈し長軸は 50 ㎝ほどまで確認でき、短軸は 48 ㎝測る。床面よりの残存高は 15 ㎝である。

燃焼室の埋土は赤色土が中心であり、一部に陶片、焼台、窯壁片などを含み粗い浅黄色の

土層が混じる。燃焼室の床面は被熱し５㎝から 10 ㎝の厚さで赤色硬化していた。

　煙道部は、先端は削平されているもののほぼ確認することができ、床面傾斜は約 45 度か

ら 50 度、そして段をなし約 10 度から 15 度の傾斜で先端まで続く。　　　　　　（織部匡久）

　今回の調査で工房跡と考えられる平坦面を８ヶ所確認した。構築された位置から大きく

３群に分けることができ、ＳＸ 01・02・08 はＳＹ 01 の西側の南向き斜面を削平して、Ｓ

Ｘ 06・07 はＳＹ 01 の東側の南向き斜面を削平して、ＳＸ 03・04・05 はＳＹ 01 の北側

の尾根または尾根直下の南向き斜面を削平して構築されている。

　ＳＸ 01 はＳＹ 01 の 10 ｍ程西にある。西側と南側が調査区外に続くため全容を明らか

にすることはできないが、花崗岩の岩盤を掘削し、確認しただけでも４ヶ所（Ａ・Ｂ・Ｃ・

Ｄ）の平坦面を構築している。

　ＳＸ 01・ＡはＳＹ 01 に一番近い平坦面で、標高は 228.8 ｍを計測する。南西部分がＳ

Ｘ 01・Ｄにより削平されているもののほぼ全容を明らかにすることができた。岩盤を谷側

に高まりを残すように掘削し、東西約 1.9 ｍ、南北約 3.4 ｍの平坦面を構築している。平坦

面の中央北寄りで東西約 0.4 ｍ、南北約 0.5 ｍの楕円形をした焼土面とそれに続く中央南寄

りで東西約 0.75 ｍ、南北約 1.3 ｍの楕円形をした炭化物の広がりを確認した。平坦面内の

遺構としては谷側に掘り残した高まりの南端すぐ横で建物の柱穴と考えられるピット１基

と、平坦面のほぼ中央、炭化物層の下からピット１基を検出した。

　ＳＸ 01・ＢはＳＸ 01・Ａの北西にある標高 229.2 ｍの平坦地で、ＳＸ 01・Ａより一段

高い位置にある。当初は岩盤を洞窟状に掘り抜いて平坦面を構築したと考えられるが、天

井部分は崩落のため一部しか残っていない。平坦面は東西約 2.1 ｍ、南北約 2.0 ｍ、高さは

現存するところで約 1.3 ｍを計測する。平坦面の中央南側で粘土の広がりとその下から焼土

を確認した。出土遺物として、北壁に添うように並べられた成形後の未焼成品と思われる

粘土群と５枚重ねの未焼成天目茶碗群を検出した。これらは上下二層に別れており、埋土

の状態から埋没した時期に差があることが確認された。上層の粘土群は、残りが良くないが、

椀を重ねて置いた状態のものが 22 個出土した。下層の天目茶碗は風化した花崗岩層に埋没

していたため良好な状態で保存され出土したものと思われ、平坦面の北壁中央に添って天

目茶碗を５枚重ねたものが前列８個、後列５個置かれた状態で出土した。この粘土群は粘

土を成形、乾燥させた後、施釉するまでの間陰干ししていたものがそのまま埋没したもの

ではないかと考えられる。

　ＳＸ 01・ＣはＳＸ 01・Ｂの 3.0 ｍ程西にあり、標高は 230.0 ｍを計測する。西側の大

部分が調査区外のため、全容は明らかではないが、岩盤を掘削し平坦地を構築している。平

坦面は確認できるところで東西約 0.85 ｍ、南北約 1.0 ｍを計測する。ＳＸ 01・ＤはＳＸ

01・Ｂの南にある標高 228.4 ｍの平坦地で、ＳＸ 01・Ｂより一段低い位置にある。遺構の

　

工 房 跡
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残りは大変良い。岩盤を南側を開くように掘り下げ、残りの三方に高さ約 0.25 ｍの壁を作っ

ている。平坦面は東西約 2.2 ｍ、南北は約 3.0 ｍを計測する。平坦面で土坑６基とピット４

基を検出した。土坑は平坦面南側で左右対称に検出され、建物の柱穴と考えられる。また平

坦面のほぼ全域で、炭化物の広がりを確認し、さらにその下層の壁に囲まれた範囲から東

西約 1.2 ｍ、南北約 1.6 ｍの楕円形をした焼土を確認した。その他にはＳＸ 01・Ｄの西で

平坦地を確認した。標高は 228.8 ｍを計測し、ＳＸ 01・Ｄより一段高くなっている。西側

が調査区外へ続くため、全容は明らかではないが、南北約 2.7 ｍ、東西は確認できるところ

で約 3.0 ｍを計測する。遺構としては平坦地北側で溝とそれに添うような形でピットを 10

基、さらに溝を切る土坑を２基検出した。

　それぞれの平坦面は同時期に構築されたのではなく、埋土の状態から少なくとも３時期

の使用が確認できる。上面は標高 229.1 ｍの高さでＳＸ 01 のほぼ全域から粘土の広がりを

確認し、粘土層の下からは、ＳＸ 01・Ｄの西壁にあたる位置で直径約 1.0 ｍの円形をした

焼土と、その周囲からは整地に利用されたと考えられる夥しい量の焼台と陶片を検出した。

中面は上面の下約 0.2 ｍで西側を中心とした粘土の広がりと焼土を確認した。下面はＳＸ

01・Ｄの岩盤直上から南斜面に続く炭化物の広がりと焼土を確認した。

　ＳＸ 02 はＳＹ 01 の焼成室から５ｍ程西にあり、標高は 228.8 ｍを計測する。南側と東

側が削平されているため全容を明らかにすることはできないが、岩盤を谷側に高まりを残

すように掘削し平坦面を構築している。平坦面は南北約 2.3 ｍ、東西は現存するところで約

1.9 ｍを計測し、北隅と西隅が丸い形をしている。平坦面の中央で東西約 1.0 ｍ、南北約 0.5

ｍのほぼ楕円形をした炭化物の広がりを確認した。

　ＳＸ 03 はＳＹ 01 の北西の尾根上にあり、標高は 235.3 ｍを計測する。大きな切り株が

あり完掘することができなかったが、南北約 1.15 ｍ、東西約 2.2 ｍの範囲に岩盤に粘土が

貼られたかのように広がる平坦面を確認した。

　ＳＸ 04 はＳＸ 03 の北２ｍ程の尾根上にあり、標高は 235.1 ｍを計測する。南東部分が

自然流失しているものの、岩盤を深いところで 0.4 ｍ程掘削し東西約 1.65 ｍ、南北約 1.25

ｍの隅丸方形の平坦面を構築している。北壁沿い中央でピット１基を検出した。

　ＳＸ 05 はＳＹ 01 の煙道部から５ｍ程北の尾根直下の南向き斜面に構築されている。標

高は 234.6 ｍを計測する。斜面は自然流失をかなり受けているが、東西約 2.2 ｍ、南北は

現存するところで約 1.5 ｍの平坦地を確認した。北壁沿い西側で建物の柱穴と考えられる

ピット１基を検出した。

　ＳＸ 06 はＳＹ 01 の煙道部から５ｍ程東にあり、標高は下面で 229.4 ｍを計測する。南

側が調査区外のため全容を明らかにすることはできなかった。調査区をほぼ南北に走る地

割れを利用して構築され、埋土の状態から２時期の使用が確認できる。上面は現地表から

約 1.6 ｍ下で炭化物の広がりを確認した。この広がりの多くは調査区外に広がると考えられ

る。下面は現地表から約 1.8 ｍ下で炭化物と焼土の広がりを確認した。炭化物は一部密に分

布するものの平坦面のほぼ全域にまばらに広がっている。炭化物層の下から平坦面中央に

広がる焼土を確認した。焼土は調査区外に続くが、直径約 1.3 ｍの円形になると考えられる。

他の遺構としては下面の炭化物検出面でピットを１基、焼土を取り除いた後ピットを２基
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検出した。

　ＳＸ 07 はＳＹ 01 の燃焼室から７ｍ程東にあり、標高は 226.8 ｍを計測する。南側が盗

掘により削平されているため、全容を明らかにすることはできないが、南向きの急斜面を

掘削して平坦面を構築している。平坦面は、東西約 1.9 ｍ、南北は現存するところで約 1.0

ｍを計測する。平坦面の中央で東西約 1.4 ｍ、南北は現存するところで約 0.9 ｍのほぼ円形

をした焼土面を確認した。

　ＳＸ 08 はＳＹ 01 の燃焼室から５ｍ程西にあり、標高は 227.0 ｍを計測し、ＳＸ 02 の

一段下の平坦地にあたる。多くは調査区外のため北側一部を確認したに過ぎないが、岩盤

を山側で約 0.8 ｍ掘削した、東西約 2.5 ｍ、南北約 0.44 ｍの平坦地と、調査区南壁で約 0.7

ｍを計測する円形か楕円形になると考えられる焼土面を検出した。　　　　　（宇佐見　守）

　今年の調査で２年度に渡った鴬窯跡の調査（1,300 ㎡）が終了し、古瀬戸後期の窯体１基

と工房跡８ヶ所を検出した。出土した遺物の大部分は灰原よりの出土で膨大な量となった。

　窯体は当初想定していた３基ではなく１基ＳＹ 01 で現存長５ｍ 60 ㎝を測り、燃焼室、

分焔柱、煙道部の各部位の調査を行ったが焼成室については調査区外のため未調査となっ

た。

　燃焼室では、床面および側壁が赤褐色に被熱硬化し、３回の改修痕が認められ、側壁間

が当初の規模 270 ㎝から 160 ㎝にまで縮小されていた。分焔柱は全体を検出することがで

きなかったが、基部は現存部で窯軸方向が長軸で 50 ㎝、短軸で 48 ㎝を測る。

　窯体に伴う工房跡と考えられる平坦面を８ヶ所確認した。窯体ＳＹ 01 の西側南向き斜面

（ＳＸ 01・02・08）と東側南向き斜面（ＳＸ 06・07）と北側の尾根または尾根直下（Ｓ

Ｘ 03・04・05）の３群にわけられ、いずれも花崗岩の岩盤を削平し平坦面を構築している。

ＳＸ 01・02・06・07 の床面からは炭化物や焼土を確認した。

　ＳＸ 01 は調査区内では一番大きな工房跡で、確認しただけでも４ヶ所（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ）

の平坦面を有す工房があり、それぞれの工房跡は同時に構築されたのではなく、焼土や炭化

物や粘土の堆積等から３段階確認した。上面はＢの南側の平坦面で整地に利用された多数の

焼台や陶片がまじり、Ｂの前には粘土層が広がっており、ロクロピットの可能性のあるピッ

トＰ 03 を検出し、北壁添いからは未焼成の碗とみられる粘土群が出土している。未焼成の

重なった天目茶碗はこの下層より出土した。Ａの南端部分ではピットを検出し、谷に面し開

口した覆い屋根が考えられる。ＤはＢの南側で一段低い位置にあり、Ａの一部を切り構築

され、土坑６基とピット４基を検出し、Ａと同様に谷に面し開口した覆い屋根が考えられる。

推定床面積はＡ 3.71 ㎡、Ｂ 3.91 ㎡、Ｄ 4.44 ㎡を測る。

　灰原を中心として出土した遺物は、天目茶碗・茶入れ・灰釉平碗・鉢・小皿の喫茶具を

中心とした高級日常生活用具類と擂鉢・鍋・釜・土瓶の日常雑器類、そして四耳壺・瓶子・

水注・花瓶・香炉の祭祀用具類等、２年度の調査でＰ 27 コンテナで 3,110 箱出土した。

（小澤一弘）

ま と め
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第１図　調査区位置図（１：1,000）

第２図　Ａ区遺構全体図（１：500）
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P03

第３図　ＳＸ 01遺構図

ＳＸ 01全景（北より）
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ＳＹ 01　燃焼室 ＳＹ 01　分焔柱

ＳＹ 01　煙道部 ＳＹ 01　窯壁（西側）

ＳＸ 04　全景 ＳＸ 01・Ｄ　全景

ＳＸ 01　上面 ＳＸ 01　下面
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ＳＸ 01・Ｂ　遺物出土状況（上・下層） ＳＸ 01・Ｂ　遺物出土状況（上・下層）

ＳＸ 01・Ｂ　遺物出土状況（下層） ＳＸ 01・Ａ　遺物出土状況

Ｂ区　灰原遺物出土状況 Ｂ区　灰原セクション

Ａ区　作業風景 Ａ区　作業風景
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八
はちおう

王子
じ

遺跡

調査地点（1/2.5 万「猿投山」）

調査の経過

立地と環境

調査の概要

　八王子遺跡は瀬戸市八王子町に所在する縄文時代を中心とする複合遺跡で、調査は東海

環状自動車道建設のため愛知県教育委員会を通じ委託を受け、平成 10 年度より調査が実施

され、本年度は平成 12 年１月〜３月にかけてＡＢＣの３調査区 1,500 ㎡の調査を実施した。

　瀬戸市には東部山地を水源とする４つの河川、北から蛇ヶ洞川、水野川、瀬戸川、矢田川

があり八王子遺跡は矢田川の支流赤津川流域にあり、赤津川左岸に形成された、標高 200

ｍ前後の河岸段丘上に立地している。八王子遺跡の東約 500 ｍには縄文時代と中世の複合

遺跡白坂雲興寺遺跡が所在する。

　調査は、昨年度の調査区の西側をＡ区、北側をＢ区、北西側をＣ区として、３調査区で

実施した。

　Ａ区では調査区の南側で現水田下の灰褐色層より近世の水田跡、中世の溝と土坑を検出

した。暗褐色層と黒褐色層は縄文時代早期を中心とする遺物包含層で調査区の中ほどから

北側に厚く堆積し、調査区南西側の斜面からは多量の土器片が出土した。調査区北西側で

は弥生時代の炉跡１ヶ所を検出した。調査区北側は花崗岩の礫群が帯状にひろがっていた。

　Ｂ区は北側部分がすでに削平され地山が露呈していた。南西部分が緩やかに傾斜し、傾

斜部分には暗褐色層、黒褐色層の遺物包含層が厚く堆積していた。南側では昨年度調査の

竪穴状土坑１基の北側未調査部分を調査した。

　３調査区からは早期後半の貝殻条痕文系土器が多く出土している。押型文土器と茅山下

層式土器がＡ区より出土している。押型文土器（第２図）は格子目文（第２図１）と、山

形文（第２図２〜７）がベース面直上の黒色粗砂層より出土した。茅山下層式土器（第３図）

は自然の傾斜に添って、底部を東に、西に倒れた状態で出土したもので、口縁と胴部半分

が欠損している。胴上部に一段の屈曲部をもつ平底の深鉢で、胎土には繊維が含まれている。

器面は胴部上半部に縄文が下半分部に貝殻条痕が施され、文様は段から口縁にかけ凹線で

円形文・流水文が描かれ刺突列も施されている。平底の底部には縄文痕が付いている。

								        　　　（小澤一弘）

瀬戸市八王子町

東海環状自動車道建設

平成 12 年１月〜３月

1,500 ㎡

北村和宏・小澤一弘・織部匡久

第１図　調査区位置図



− 51 −

Ａ区　全景（北より） 茅山下層式土器出土状態

第３図　茅山下層式土器拓影（１：３）

底部拓影０　　　　　　　　　　　　　★★ 10

第２図　押型文土器拓影（１：２）

０　　　　　　　　　★★★★５㎝

１　　　　　　　　　★２　　　　　　　　　　★３　　　　　　　　　　　４
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上
かみしな

品野
の

蟹
かにかわ

川遺跡

調査地点（1/2.5 万「多治見」）

調査の経過

調査の概要

調査区全景（北東より） 遺物出土状況（北より）

　上品野蟹川遺跡は瀬戸市上品野町に所在する縄文時代から江戸時代にかけての複合遺跡

である。本遺跡は水野川流域に広がる品野盆地の北東に位置し、標高 180 ｍ程の沖積地に

立地する。平成７年と 10 年に（財）瀬戸市埋蔵文化財センターにより発掘調査が行なわれ、

自然流路・杭列遺構・掘立柱建物・溝などの遺構が確認されている。周辺の遺跡としては、

本センターが平成８年度から 10 年度にかけて調査を実施した上品野遺跡などがある。本調

査は国道 363 号線の改良工事に伴う事前調査として、愛知県土木部より愛知県教育委員会

を通じた委託事業として実施した。

　調査区は北東部の丘陵斜面と北西部から南部に広がる自然流路に分かれる。遺構として

は山茶椀が出土した土坑などを丘陵斜面で検出した。調査区の大部分を占める自然流路の

埋土は長年の土砂の堆積により複雑な層位をしていたが、概ね旧耕作土下の黒褐色土から

山茶椀・施釉陶器・木製品など鎌倉から室町時代の遺物が、それからさらに１ｍ程下の青

灰色粘質土直上から須恵器・土師器など奈良・平安時代の遺物が出土した。その他の遺物

として丘陵斜面上の黄褐色砂礫層から戦国時代の施釉陶器が、その下の青灰色粘質土直上

から縄文時代の石鏃・剥片が出土した。　　　　　　　　　　　　　　　　（宇佐見　守）

瀬戸市上品野町地内

国道 363 号線改良

平成 12 年 1 月〜 3 月

1,000 ㎡

北村和宏・宇佐見　守・魚住英史
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遺 跡 名
所 在 地
調査理由
調査期間
調査面積
担 当 者

遺 跡 名
所 在 地
調査理由
調査期間
調査面積
担 当 者

遺 跡 名
所 在 地
調査理由
調査期間
調査面積
担 当 者

遺 跡 名
所 在 地
調査理由
調査期間
調査面積
担 当 者

遺 跡 名
所 在 地
調査理由
調査期間
調査面積
担 当 者

惣
そうさく

作遺跡・巡
はざま

間Ｅ窯跡・中
なかほら

洞窯跡・宇
う

トゲ窯跡・白
しらいわ

岩Ａ遺跡　範囲確認調査

調査地点（1/2.5 万「多治見・猿投山」）

惣作遺跡
瀬戸市惣作町
東海環状自動車道建設
平成 11 年５月
100 ㎡
北村和宏・魚住英史・川添和暁

巡間Ｅ窯跡
瀬戸市巡間町
東海環状自動車道建設
平成 11 年５月
100 ㎡
北村和宏・魚住英史・川添和暁

中洞窯跡
瀬戸市上品野町
東海環状自動車道建設
平成 12 年３月
100 ㎡
北村和宏・魚住英史・織部匡久

宇トゲ窯跡
瀬戸市上品野町
東海環状自動車道建設
平成 12 年３月
100 ㎡
北村和宏・魚住英史・織部匡久

白岩Ａ遺跡
瀬戸市上品野町
東海環状自動車道建設
平成 12 年３月
100 ㎡
北村和宏・魚住英史・織部匡久

調査の経過・概要

　東海環状自動車道建設にともなう事前調査と

して本年度は瀬戸市内において５箇所の遺跡の

範囲確認調査を実施した。このうちの惣作遺跡

および白岩Ａ遺跡については、調査対象地内に

遺跡は及んでいないことを確認した。巡間Ｅ窯

跡は、赤津盆地を囲む丘陵の一角に位置する窯

跡で、山茶椀・小皿と古瀬戸後期の製品を焼成

した窯体２基および灰原を確認した。中洞窯跡

および宇トゲ窯跡は品野盆地を囲む丘陵内に所

在する古瀬戸窯で、両者は丘陵の稜線の挟んで

南側と北側に位置している。ともに調査に際し

ては、事前に磁気探査を行ない、あらかじめ窯

体の推定位置を把握した上で、テストトレンチを設定するという方法で範囲確認調査を行なった。調査

の結果、中洞窯跡では、古瀬戸中期の窯体１基と灰原の広がりを確認した。宇トゲ窯跡では、灰原の一

部が対象地内に展開するにとどまり、窯体は用地外に位置することが明らかになった。出土遺物から古

瀬戸後期の古瀬戸専焼窯とみられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（北村和宏）
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所 在 地

調査理由

調査期間

調査面積

担 当 者

広
ひろ

久
く

手
て

第 26 号窯跡　範囲確認調査

瀬戸市広久手町

若宮八草線建設にともなう事前調査

平成 11 年 12 月

100 ㎡

北村和宏・小澤一弘・織部匡久

　広久手第 26 号窯跡は、瀬戸市南部、愛

知工業大学の北側の丘陵内に位置する。

　調査は、遺跡の範囲確認調査として実

施したものである。平成 10 年に磁気探

査がおこなわれており、複数基の窯本体

の存在が推定されていた。そうした探査

結果および遺物の散布状況をふまえて、

総計で 13 箇所のトレンチを設定した。

調査の結果、窯本体は磁気探査の所見と

は幾分離れた位置で１基検出されるにと

どまり、その下方斜面から谷底にかけて灰原が検出された。出土遺物には山茶椀・小皿お

よび各種古瀬戸製品が認められた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（北村和宏）

調査地点（1/2.5 万「瀬戸」）

広久手第 27 号窯跡　範囲確認調査

Ｔ．９−Ｂ　窯体検出状況

瀬戸市広久手町

若宮八草線建設にともなう事前調査

平成 11 年 12 月

100 ㎡

北村和宏・宇佐見　守・魚住英史

　広久手第 27 号窯跡は、瀬戸市南部、

愛知工業大学の北側の丘陵内に位置する

山茶椀窯で、いわゆる瀬戸古窯跡群に所属する。今回の調査は、遺跡の範囲確認調査として

実施したものである。平成 10 年に磁気探査がおこなわれており、３箇所で窯本体の存在が

推定されていた。そうした探査結果および遺物の散布状況をふまえて、総計で 25 箇所のト

レンチを設定した。調査の結果、推定された３箇所中２箇所で窯体（ＳＹ 01・02）が検出

され、その下方斜面から谷底にかけて灰原が検出された。出土遺物はそのほとんどが山茶椀・

小皿で、古瀬戸製品は数点が認められたにすぎない。　　　　　　　　　　　　（北村和宏）

Ｔ．０２　ＳＹ 02検出状況
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所 在 地

調査理由

調査期間

調査面積

担 当 者

瀬戸市広久手町

新住宅開発にともなう事前調査

平成 11 年 12 月

100 ㎡

北村和宏・小沢一弘・織部匡久

　広久手第 24 号窯跡は、吉田川北側の

丘陵内に位置する。調査は、遺跡の範囲

確認調査として実施したもので、調査

に先立って調査対象地で磁気探査をおこ

なった。その結果、斜面上部において２ヵ

所で窯跡の存在が推定された。こうした

所見および遺物の散布状況をふまえ、開

発対象地域（斜面下方）およびその周辺

にトレンチを総計で 12 箇所設定した。

調査の結果、灰原が斜面下方へ及んでい

ることを確認した。出土遺物はそのほとんどが山茶椀・小皿で、古瀬戸製品は少量が認め

られたにすぎない。　　　　　　　　　				    （北村和宏）

瀬戸市海上町

新住宅開発にともなう事前調査

平成 11 年 12 月

100 ㎡

北村和宏・宇佐見　守・魚住英史

　海上Ｂ窯跡は、海上砂防池南側の丘陵

内に位置する山茶椀窯である。今回の調

査は、遺跡の範囲確認調査として実施し

たもので、調査に先立って調査対象地で

磁気探査をおこなった。その結果、斜面

上部において２ヵ所で窯跡の存在が推定

された。こうした所見および遺物の散布

状況をふまえて、トレンチは総計で 19

箇所設定した。調査の結果、磁気探査の

所見とほぼ一致する位置で窯本体が２基

検出され、その下方斜面から谷底にかけて灰原が検出された。出土遺物はそのほとんどが

山茶椀・小皿で、古瀬戸製品は数点が認められたにすぎない。　　　　　　　　　（北村和宏）

海
かいしょ

上Ｂ窯跡　範囲確認調査

広久手第 24 号窯跡　範囲確認調査

調査地点（1/2.5 万「瀬戸・猿投山」）

調査地点（1/2.5 万「瀬戸・猿投山」）

Ｔ．17　ＳＹ 02検出状況

Ｔ．12　灰原検出状況
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水
みずいり

入遺跡

調査の経過

立地と環境

調査の概要

Ａ 区 　

調査地点（1/2.5 万「豊田南部」）

　水入遺跡は豊田市渡刈町字下糟目・大屋敷地内に所在する。「水入」はこの地の通称であり、

古来より頻繁に水害を被っていたことを窺わせる。発掘調査は第二東海自動車道の豊田東

インター建設に伴う事前調査であり、平成 10 年 10 月から継続して行っている。今年度の

調査は 56,250 ㎡に及び、Ａ〜Ｌまでの 12 調査区を設定し調査を実施している。

　遠く長野に源を発した矢作川は山間を経て一端、豊田市の中心である挙母盆地に至り、そ

の後、台地を侵食し沖積平野に流れ出る。水入遺跡は矢作川が台地から平野に注ごうとす

る矢作川右岸の標高 23 ｍの埋没段丘上に立地する。周辺には遺跡が多く立地しており、周

知の遺跡として北には縄文土器の散布地として大明神Ａ遺跡・西糟目遺跡・北田遺跡（共に

消失）や鳥狩塚古墳等、西には渡刈富士塚古墳がある。南に目を転じると、第二東海自動

車道予定地内に天神前遺跡・郷上遺跡があり、昨年度までの調査によって前者では古墳時代・

古代・中世、後者では古墳時代から近世までの遺構を検出している。東にあたる矢作川左

岸では、中世の山城である細川城山城がある。　　　　　　　　　　　　　　　（佐藤公保）

　水入遺跡は中央部に矢作川に直交する谷地形が入り込んでおり、この谷地形より南側の

低位段丘面上においてＡ〜Ｃ・Ｌの調査区を設定、縄文時代早期および古墳時代中期から

戦国時代末までの多数の遺構を確認するに至った。

　Ａ区では、昨年度の 98 Ｂ区で確認された古墳時代中期の開削になる大溝の延長部分を調

査、新たな見解が得られた。まず、開削当初の規模は、幅約 5.5 ｍ、深さ約４ｍの薬研状の

断面形であり、低位段丘下部の拳大から人頭大の円礫からなる礫層を大きく掘り込んでい

る。掘削で出た土は溝の両側に積み上げ、土塁としている。土塁は残存状態の良好なとこ

ろで観察した結果、基底部約４ｍ以上、高さ 40 ㎝以上の規模で、土塁盛土中には礫は含ま

れない。礫をどう処理したかについては不明である。また、掘削で表れた礫層に対しては、

粘質の強い土で上から覆い、崩落を防ぐとともに平滑な表面に仕上げてある。また、同じ

土で溝下部に不規則な間隔で土橋状の構築物をつくっている。この目的については定かで

はない。ところで、土塁盛土下からは尾張の廻間Ⅱ式併行の高杯がコンテナ１箱分出土し

ている。現在のところ大溝内からはそのような古墳時代前期にまで遡りうる土器の出土は

みられないが、大溝開削時期を考えるうえで看過できない資料であろう。

　古墳時代中期の大溝堆積層は大きく２層に分けられ、下層は、昨年度 98 Ｃ区で矢作川に

面する崖下から大量に土師器が出土した層に対応している。須恵器を含まず、高杯・小型丸

底壺で構成され、概ね５世紀中葉とみられる。この層は植物質を多く含み、木製品を多数

出土した。木製品は、鋤・機織具・木錘などの農工具類のほか、特徴的なものとして高床

建物に関わるとみられる梯子・板状建築部材、祭祀具である刀形木製品がある。また、剣

豊田市渡刈町字下糟目及び大屋敷

第二東海自動車道豊田東ＩＣ建設

平成 11 年４月〜平成 12 年３月

56,250 ㎡

佐藤公保・花井　伸・中野良法・酒井俊彦・池本正明・川井啓介・小嶋廣也・

竹内　睦・鈴木　裕・鈴木達也・洲嵜和宏・成瀬友宏・皆見秀久・永井邦仁
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形石製模造品・臼玉・管玉が出土しており、当該期における祭祀場の可能性がより強くなっ

た。上層からは、下層に後続する土師器群に初期段階の須恵器が多数混じった状態で出土

した。ほとんどが大溝と矢作川に囲まれた空間から投棄された状態である。土師器は高杯

が多くを占め、杯部が椀形のものである。また、須恵器は概ね５世紀後半とみられ、蓋杯・

無蓋高杯・大型𤭯があり、特に大型𤭯の存在は注目される（第４図）。

　その後７世紀中葉から８世紀初頭の堆積、８世紀末から９世紀代の堆積、13 世紀代の堆

積がある。大溝が大きく改作されるのは戦国時代から江戸時代初頭にかけてのことで、溝

上半部の幅を約 10 ｍにまで広げる大規模な工事をおこなっている。

　矢作川に面する崖は 98 Ｃ区の南端で若干内側へカーブし、99 Ａ区でもその一部が確認

され、５世紀代の土器が多く出土した。

　大溝と矢作川に面する崖の間の段丘面上では幾時期もの遺構が重複して確認された。古墳

時代中期には大溝脇で４間×２間の総柱建物がある。７世紀代は竪穴住居 10 数棟からなる

集落がある。この時期の竪穴住居は一辺約５ｍの隅丸方形で、真北に主軸をとらずに大溝

と平行に主軸をとっている。また大溝より西側の空間にも確認されている。造りつけの竈

が確認されたものもある。この集落は８世紀に入ると姿を消してしまう。そして８世紀末

になって復興する。ただしこの時期には掘立柱建物中心の集落となっている。この時期に

属する特徴的な遺物として瓦塔が出土している。13 世紀代には谷地形から北側同様土坑墓

群が形成される。形状は円形、副葬品は灰釉系陶器椀が中心だが、長方形のものが１基あり、

そこからは銅製和鏡が出土している。関連遺物として五輪塔の各部が挙げられる。さらに

戦国時代には屋敷地が形成され、溝区画内に井戸を有している。井戸は段丘下部の礫層上

面まで掘り込まれ、素掘りの状態で構造物は確認されていない。

　Ｂ区では大溝の他、５世紀代と考えられる一辺約７ｍの竪穴住居が確認され、矢作川に

直交する戦国時代以降の構築になるとみられる堤状遺構が確認されている。堤状遺構は大

溝東側の土塁に直角に接合している。

　Ｃ区は、谷地形の南端の一部が確認された。大溝は谷地形に接続するが、接続地点は既に

破壊されており、その具体相は不明である。大溝からはＡ区と同様に土師器と木製品が出

土する層、その上に須恵器を含む土器群の層があり、須恵器は𤭯・把手付椀が含まれ、有

孔円盤形石製模造品２点と臼玉約 40 点が出土している。

　段丘面上では古墳時代から戦国時代までの土坑・ピットがほとんどであるが、調査区東

端付近で壁面が焼けて赤化した長軸 30 〜 50 ㎝の不整形な土坑が約 20 基確認された。時

期不明の土器片が若干出土している。覆土中の炭化物を炭素年代測定にかけたところ、約

9,000 年前という年代得られた。従って縄文時代草創期から早期にかけてのものということ

になる。

　Ｌ区では遺跡中央の谷地形を確認するにとどまった。　　　　　　　　　　　（永井邦仁）

　99 Ｄ区は、昨年度調査された 98 Ｄ区の南西側に隣接し、範囲確認調査において入江状

の小規模な谷地形の存在が想定された地区にあたる。

　98 Ｄ区では、古代の竪穴住居や掘立柱建物、中世の土坑墓、戦国時代の方形区画溝と掘

立柱建物が確認されている。99 Ｄ区は、98 Ｄ区に連続する位置にあるため、98 Ｄ区で検

Ｂ 区 　

Ｃ 区 　

　 　 　

Ｌ 区 　

Ｄ 区 　
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出された遺構と同様の遺構が確認されている。つまり、古代の竪穴住居や掘立柱建物、中

世の土坑墓、戦国時代の方形区画溝が検出された。また、新たに縄文時代の竪穴住居と最

終埋没期が江戸時代と考えられる谷状の落ち込みも確認された。この落ち込みは、範囲確

認調査において想定された入江状の小規模な谷地形と認められ、調査区の南西側約 1/3 の

範囲に展開し、さらに南西方向に広がる様相を示している。湧水と崩落と軟弱地盤によっ

て完掘することができなかったが、調査区南西端で最も深く、落ち込み面から約３ｍを測り、

さらに南西方向に深さを増す状況がうかがえる。

　次に 99 Ｄ区の概要を時代ごとに記していく。

　縄文時代の遺構は、竪穴住居が４軒と土坑が数基検出された。これらの遺構の多くは、谷

状の落ち込みから 20 ｍの範囲に限られている。４軒確認された竪穴住居のうち１軒は、一

辺約４ｍを測る隅丸方形プランをしており、中央に方形の炉が重なり合う状態で２基確認さ

れた。また、住居内の南端付近にある土坑からは縄文土器が立位で検出されている。土器

の遺存状態はあまり良好ではないが、出土位置と検出状況から埋甕の可能性が考えられる。

この住居の床面付近から加曾利Ｅ−２式期並行と考えられる土器が出土しており、この竪

穴住居の時期は縄文時代中期と想定できる。他の３軒は、いずれも直径約４ｍの円形プラ

ンをしているが、そのうち石組みの炉が検出されたものもある。時期に関しては、土器が

小片のため確定できない。出土遺物は、土器以外に石鏃や磨製石斧・石匙・石錘などがある。

　古代の遺構は、竪穴住居が 30 軒以上、１間×２間の掘立柱建物が２棟、東西方向にのび

ている幅 50 ㎝、深さ 70 ㎝の溝が１条、土坑が多数検出された。竪穴住居は、一辺５ｍ前

後のものが多く、竃を有するものも８軒認められ、ほとんどが北側に位置している。竃の中

には、被熱部分が灰色を呈しているほど高熱を受けたものが集中する区域が確認されてい

る。この竃の平面形態には円形と方形がある。高被熱の土を持ち帰り、フローテーションを

行なったところ、多量の骨片が検出された。以上の状況から、高被熱のものは、煮炊き用

の竃以外の施設とも考えられる。出土遺物から竪穴住居の時期は、７〜８世紀が想定される。

　中世の遺構はわずかしか認められなかったが、そのほとんどが直径 70 ㎝〜１ｍ、深さ

20 ㎝程の円形プランをした土坑である。遺物は少量出土しているのみであるが、昨年度の

成果から土坑墓と考えられる。

　戦国時代の遺構は、98 Ｄ区で確認された幅２ｍ、深さ１ｍを測り、箱型の断面を呈する

区画溝の南角部分が検出された。溝内から長石釉を施した瀬戸・美濃産の皿が出土しており、

概ねその時期の遺構と想定できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中野良法）

　Ｅ・Ｆ区は、遺跡の北西部にあたり、遺跡が立地する段丘より高い段丘に移行する位置に

ある。Ｅ区の全体及びＦ区の南西部は、水入遺跡がのる低位段丘面上にあり、平坦な地形

である。Ｆ区の北東部は、上位の段丘面あるいは低位段丘面の一段高い部分に相当し、平

坦であるが、Ｆ区の中央は、南西から北東にむけて上る緩傾斜地となっている。Ｅ区南端は、

矢作川から北西にのびる谷地形（谷Ａ）の北東辺にあたり、ここから北に浅い支谷（谷Ｂ）

が延びてＥ区の中央部を横断する。Ｆ区の南端にはこれに平行する浅い支谷（谷Ｃ）が谷

Ａからのびる。

　検出された遺構遺物は、Ⅰ期：奈良時代　Ⅱ期：中世〜近世の２時期がある。Ⅰ期の遺

　

Ｅ・ Ｆ 区
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構としては、Ｅ区の 99 Ｄ区に接する部分で竪穴住居２軒を検出した。これより洪積台地側

にはこの時期の遺構はなく、集落の西限と考えられる。Ⅱ期については、中世の方形土地

区画が確認された。谷Ａ・Ｂ・Ｃは、中世の段階ではほとんど埋没して周囲より低い窪地

状になっていたものと推定される。この窪地によってコの字状に区画された幅約 30 ｍ長さ

約 50 の方形の部分に谷Ｂと谷Ｃを結んで谷Ａに平行する溝を２ヶ所巡らせ、方形の土地区

画が２区画形成されている。この区画内には掘立柱建物の柱穴が集中し、屋敷地になるも

のと考えられる。同時期の井戸は、谷の比較的浅い部分に検出され、谷Ｂで５基、谷Ｃで

９基が検出された。また、近世の集落は確認されなかったが、同時期の井戸は谷Ａと谷Ｂ

で近接した位置に各１基を検出した。これらの井戸は、すべて構造物は遺存していなかった。

その他、Ｅ区で縄文時代晩期後葉の条痕文系と削痕文系の土器の組み合わさる土器棺墓１

基を検出した。

　Ｈ区は、調査区北西部が後世の削平を受けていたこともあり全体に遺構は希薄であった。

遺構の展開の中心は調査区中央から南部に広がっており、主な遺構として古代の竪穴住居１

棟、中世の土坑墓にきられる掘立柱建物１棟、中世の土坑墓７基を検出した。このうち掘

立柱建物は、２間×３間の総柱の建物で柱穴の底に黄褐色の土を入れつきかためてあった。

これらの遺構の分布状況から、水入遺跡における古代の居住域と中世の墓域はともにＨ区

の南部あたりが北限になると考えられる。この地区での主な出土遺物としては、調査区の

中央を北西から南東にかけて走る溝から鉄族が１本出土しており、また中世の土坑墓から

は灰釉系陶器椀が出土している。この他の主な出土遺物として遺構の検出段階を中心にナ

イフ形石器１点、スクレイパー１点、礫器２点を含むチップ・フレークなど旧石器時代に

属すると考えられる遺物数十点が出土しており、この付近に旧石器時代から人々が生活し

ていたと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（成瀬友弘）

　Ｇ区は昨年度調査された 98 Ｄ区北東に位置しており、検出状況は 98 Ｄ区に類似したも

のとなっている。検出された遺構は奈良・平安時代、鎌倉時代、江戸時代の３時期に大別

することができる。奈良・平安時代の遺構としては、98 Ｄ区側、すなわち調査区南西部を

中心に 15 軒の竪穴住居が展開している。竪穴住居の規模は一辺４〜５ｍ程度で、隅丸方形

のプランを呈している。北壁又は西壁にカマドが残存しているものも見られた。また、Ｓ

Ｂ 19 の竪穴住居の床面からは被熱したと思われる土坑が確認された。熱残留磁気測定の結

果、竪穴住居に伴う遺構であることが判明したが、性格は不明である。これ以外に、掘立

柱建物７棟を検出した。

　鎌倉時代の遺構としては、まず土坑墓をあげることができる。土坑墓は約 70 基確認され、

少数の隅丸長方形のもの以外は、円形のプランを呈する。とりわけ調査区南端部に位置する

土坑墓において、遺構の中心部に灰釉系陶器（椀・皿）とともに白磁の合子が、調査区東

部の土坑墓からは灰釉系陶器（椀・皿）とともに古瀬戸前期の四耳壺が出土している。また、

この時代に属する遺構として竪穴状遺構３基を検出した。うち１基の竪穴状遺構は床面が２

度構築されており、作り直しが行われた可能性が高い。この遺構の性格については検討を要

するが、遺構内部から礫とともに土坑墓と同時期と考えられる灰釉系陶器が出土しており、

土坑墓との関連性がうかがわれる。上記以外の遺構として、掘立柱建物、溝、土坑などがある。

　江戸時代には耕作地が展開されたと想定される。それに付随する遺構として、畦畔及び

Ｈ 区 　

Ｇ 区 　
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２基の常滑窯産の埋め甕を検出した。　　　　　　　　　　　　　　（川井啓介・皆見秀久）

　Ｊ区は、水入遺跡の東端に位置し、すべての調査区のなかで最も矢作川と明治用水が接

近する地点にある。表土を除去した際に、ベースとして考えた面が、湧水が著しい黄褐色

粘質土のエリアと比較的乾いた暗褐色粘質シルトのエリアに識別されたため、その境界線

の画定と下部の堆積状況の調査のために、水抜きも兼ねて、調査区中央部に合計５本のト

レンチを設定した。

　Ｊ区上面は、およそ幅 1.5 〜３ｍ・深さ 50 ㎝の溝を境として、遺構の在り方に相違がみ

られ、このことについて、溝の北側が黄褐色粘質土のエリア、南側が暗褐色粘質シルトのエ

リアに大別されることとの関連が着目される。ただし、溝については、灰釉陶器・椀１点

のみしか出土していないため時期や性格については不明な点が多い。他の遺構については、

まず、北側であるが、床面が被熱している土坑３基と、縄文時代のものと思われる袋状土

坑以外には、主だった遺構は検出されなかった。床面が被熱している土坑はおよそ長軸 2.5

〜 3m・短軸１ｍ・深さ 20 ㎝ほど、袋状土坑はおよそ長短軸 50 ㎝・深さ 60 ㎝であるがベー

ス面から 20 ㎝ほど下がったところで長短軸が 60 ㎝ほどに拡がるものである。次に、南側

であるが、比較的、遺構が密であり、土坑群やピット群のほかに数条の溝が検出された。し

かし、これらの遺構は、遺物を伴っていないものがほとんどであったため、時期や性格に

ついては推測することができないものが多かったが、なかには、中世墓と思われる隅丸方

形土坑もあった。これは、およそ長軸２ｍ・短軸１ｍ・深さ 50 ㎝であり、数点の灰釉陶器・

椀が出土したもので、この辺りが昨年度調査区 98 Ｄ区から続く墓域の北限である可能性を

示唆するものである。　　　　　　　　　　　　　　		  　　　（鈴木達也）

　上面での遺構検出の段階から、フレークなどが確認され、水抜き用に設定したトレンチ

より、縦長剥片から作成された石刃が出土した。そのため、下面の調査を行うことになった。

トレンチ断面の土層を見てみるとＪ区の基本層位としては、黄褐色粘質土層の下に灰白色

粘質土層・礫層が確認された。火山灰分析の結果から、姶良 Tn テフラ（ＡＴ）が検出され、

灰白色粘質土層にそのピークが見られることが確認されている。それにより、ＡＴ降灰期

の下位に灰白色粘質土層・礫層が河川の運搬に伴って自然に堆積し、ＡＴ降灰期頃にこの

辺りが陸地化して風成堆積物の供給が多くなって、黄褐色粘質土層を累積させた埋没段丘

上に調査区が位置していることが明かとなった。

　下面の調査は、調査区全体ではなく石器類が集中して出土した北東部を対象に行った。５

ｍグリッドを４分割して、千鳥方式で掘り下げを行った。まず黄褐色粘質土を掘り下げ、石

器類が出土したところはさらに掘り下げ範囲を拡大した。続いて、灰白色粘質土を掘り下

げた。掘り下げの段階で礫を多く検出したが、明確に礫群や配石と認識できるような遺構

を検出することはできなかった。遺物の石材としては、頁岩やチャートが大半である。コア・

フレーク・チップがほとんどで、ナイフ形石器やスクレイパーなどの製品は数点に留まっ

ている。出土した石器類は、全部で 330 点を越えている。このような石器類の出土はＪ区

が中心ではあるが、他の調査区でも確認されている。

　なお、本遺跡の周辺の旧石器時代の遺跡としては、矢作川に沿った北側に大明神Ｂ遺跡

があり、川の対岸の岡崎市には千地遺跡や仁木八幡宮遺跡などが知られている。（小嶋廣也）

Ｊ区上面

Ｊ区下面
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　以上２カ年の調査の結果を時代別にまとめておこう。

　水入遺跡の始まりは後期旧石器時代にまで遡る。遺跡北端付近の窪地を中心に石器作り

の痕跡が確認された。付近の石材のみならず黒曜石や頁岩・土岐石といった遠隔地から入

手したものがあり、旧石器時代人の活動範囲に関する基礎資料として注目される。

　縄文時代は草創期から早期・中期の遺構・遺物が、晩期の遺物が確認された。草創期か

ら早期の焼土坑は谷地形より南側の段丘端部に集中し、中期の住居は谷地形の北側の段丘

端部に展開しており、水場を意識した立地である。なお、中期住居内埋甕は県内では貴重

な例である。

　古墳時代中期の遺構は谷地形より南側に限られる。大溝を開削したものの、大型のもの

を含む竪穴住居数棟しかなく、一般の集落というより、祭祀場を含む特殊な空間として整

備したと考えられる。そのような場で初期段階の須恵器が多数出土したことは注目すべき

であろう。また、当遺跡の立地が加茂郡と碧海郡の境にあることも重要である。

　古代の集落は７世紀中葉に谷地形南側に展開し、８世紀になって北側の段丘面の奥へと

進出している。この時から住居の方位が真北を意識するようになる。しかし住居が竪穴か

ら掘立柱へと推移するのは８世紀中葉以降となるであろう。そして、９世紀には谷地形の

南側にて、瓦塔・仏鉢形須恵器を用いた仏教信仰が展開する。

　鎌倉時代には、遺跡のかなりの部分が墓地になっていた。方形の土坑墓は 100 基以上あ

る円形の土坑墓にはない副葬品を有し、階層差がうかがえる。また、この地が墓地に選ば

れた条件として、郡境という立地が大きな要素であったことと想像される。

　戦国時代は谷地形南側・段丘奥部を中心に屋敷地が展開し、堤状遺構もこれに伴って構

築されたのであろう。また、鎌倉時代の墓地跡に方形の区画溝が掘削される。しかしそれ

も江戸時代初めには終わり、耕作地へと姿を変えていく。　　　　　　　　　　（永井邦仁）

ま と め
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Ｄ区　調査区全景

Ｆ区　全景（南西より）

Ｆ区中世屋敷地第１図　水入遺跡全体図（１：3,000）
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第２図　Ｊ区下面石器類分布図

Ｊ区　下面調査作業風景

第３図　旧石器遺物実測図（１：１）（斎藤基生氏による実測・トレース）



− 64 −

第４図　大溝出土の古墳時代須恵器（１：４・１〜６はＡ区、７･８はＣ区）

Ａ区　大溝東側全景（西より） Ａ区　大溝西側全景（南西より）

大溝土器群出土状況 Ｃ区　全景（西より）
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Ｄ区　縄文時代の竪穴住居

Ｈ区　竪穴住居

Ｇ区　竪穴住居

Ｇ区　合子出土土坑墓 Ｆ区　中世土坑墓

Ｊ区　ＳＤ 24完掘状況

Ｈ区　掘立柱建物・中世土坑墓

Ｅ区　縄文時代晩期土器棺墓
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寄
よりもと

元古墳群

調査地点（1/2.5 万「豊田北部」）

調査の経過

立地と環境

調査の概要

　調査は猿投グリーンロード拡幅に伴う事前調査として、愛知県道路公社より愛知県教育

委員会を通じた委託事業として実施した。調査期間は平成 11 年４月から平成 11 年６月ま

でで、面積は 150 ㎡である。調査は道路建設予定地内に分布する古墳の範囲を確認するため、

２地区で地形測量調査と試掘調査を行った。

　この結果、Ａ地区では石室を持つ古墳１基（寄元３号墳）を確認した。Ｂ地区では、既

に滅失したとされる寄元古墳（愛知県遺跡番号 63048）を確認することはできなかったが、

小石室を持つ古墳ＳＺ 01（寄元４号墳）を確認した。このＳＺ 01 に関しては引き続いて

本調査を行った。

　猿投山から南西方向に舌状に伸びる尾根上に立地する。付近には池田古墳群や藤山古墳

群などの古墳群が点在し、調査地点に隣接する形で寄元２号墳が所在する。

　寄元３号墳　地形測量の結果、南方向に伸びる尾根上（鞍部中央）に直径約 15 ｍ、高さ

２ｍ以上を測る円形の高まりとその南東部に低い張り出し状の高まりが確認された。円形

の高まりに存在する盗掘坑を調査した結果、石室の両側壁と思われる石列や折損して崩落

した天井石が確認された。これらの状況から、この部分は幅約 90 ㎝の横穴式石室の羨道部

と推定される。石室前庭部付近には閉塞石または石室側壁の石材が標高約 118 ｍの高さま

で散乱していた。墳丘裾部に２ケ所設定された試掘坑では、地山の花崗岩上に黄褐色細粒

砂の盛土が堆積していることが確認されたが、埴輪や葺石、外護列石などは確認されなかっ

た。以上の結果から、横穴式石室を有する円墳、あるいは張り出し状の高まりを評価すれ

ば帆立貝形の前方後円墳が存在する可能性が考えられる。

　寄元４号墳　地形測量の結果、南西方向に舌状に伸びる尾根上（鞍部中央）の南斜面に

わずかな盛り上がりが確認された。土層の断面観察の結果、調査区南部にあるわずかな盛

り上がり部が、黄褐色粗粒砂質土による人為的な盛土であることが判明した。この盛土を

除去すると、地山を最大で深さ 1.0 ｍ掘り込んだ墓坑内に、全長約 2.4 ｍ、最大幅約 1.0 ｍ

の大きさを持つ小石室（横穴式石室）が確認された。この石室は寄元１号墳（旧寄元古墳）

とは異なるものであると考えられ、寄元４号墳に伴うものであると思われる。石室内から

は８世紀初頭に位置付けられる須恵器平瓶１点のみが出土した。　　　　　　　（鈴木正貴）

豊田市加納町字寄元地内

猿投グリーンロード建設

平成 11 年４月〜６月

150 ㎡

佐藤公保・花井　伸・鈴木正貴
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寄元４号墳石室実測図（１：30）

標高132m 標高131m

右壁 平面 
 

左壁 

標高131m

標高132m

標高131m

標高132m

奥壁 
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上
うえ

ノ
の

段
だん

遺跡

調査地点（1/2.5 万「豊田北部」）

調査の経過

立地と環境

調査の概要

　調査は猿投グリーンロード拡幅に伴う事前調査として、愛知県道路公社より愛知県教育

委員会を通じた委託事業として実施した。調査期間は平成 11 年６月から平成 11 年７月ま

でで、面積は 250 ㎡である。調査は便宜上Ａ・Ｂ区に分けて行った。

　上ノ段遺跡は猿投川に開析された狭長な谷底平野のほぼ中央段丘低位面の微高地上に立

地する。標高は約 94 ｍを測る。調査地点の南には昭和 46 年に調査された上ノ段古墳が所

在する他、付近には池田古墳群、藤山古墳群などの猿投川上流域古墳群が形成されている。

また、この微高地上には、縄文時代の神郷下遺跡や弥生時代から古墳時代の亀首本郷遺跡

などが所在する。

　調査の結果、耕地整理に伴うと思われる整地土とわずかに残存した黒色遺物包含層が確

認され、そこから古墳時代から江戸時代までの遺物が約 400 点出土した。黒色包含層直下

の遺構面で奈良時代の掘立柱建物２棟や時期不明の土坑などが検出された。土坑ＳＫ 26 か

ら８世紀の須恵器杯身が１点出土した。なお、上ノ段古墳に関わる時期の遺構は確認する

ことができなかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鈴木正貴 )

豊田市加納町字上ノ段地内

猿投グリーンロード建設

平成 11 年６月〜７月

250 ㎡

佐藤公保・花井　伸・鈴木正貴

ＳＫ２６ 

試掘坑 

試掘坑 

x=-93375

x=-93380

y=395 y=400 y=405 y=410

x=-93385

Ａ区 

Ｂ区 

上ノ段遺跡遺構図（１：160）
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城
しろやま

山城遺跡　範囲確認調査

調査地点（1/2.5 万「足助」）

調査の経過

立地と環境

調査の概要

　調査は、国道 153 号足助バイパス建設に伴うもので、建設省より愛知県教育委員会を通

じて委託を受け、平成 11 年７月に行った。道路予定地内における城山城遺跡の埋蔵文化財

包蔵地の範囲を推定するために、23 か所にテストトレンチを設定した。調査面積は、300

㎡である。なお、テストトレンチは、尾根ごとに西からＡ〜Ｄの４地区に大別した。

　城山城遺跡は足助川の右岸、城山の南側に延びる尾根上に存在する遺跡で、標高約 200

ｍに立地している。足助町には、飯盛城をはじめ数多くの中世城館が存在している。

　Ａ地区の T.T １及びＤ地区の T.T １から戦国時代の堀切状の遺構が確認された。これによ

り、Ａ地区及びＤ地区の上半部の平場は曲輪として機能していたと考えられる。また各地

区で戦国時代から江戸時代までの遺構・遺物が確認された。これらの大半は、城山城主郭

から延びる各尾根上に展開した小規模な曲輪群に伴うものと考えられる。調査の結果、城

山城遺跡の範囲は、従来中世城館分布調査などで知られていた城郭の範囲よりも若干広く

考えなければならないと思われる。なお、遺物は 15 世紀中頃まで遡る資料はなく、16 世

紀以降のものばかりである。近世の遺物も比較的多く認められることから、近世に至って

も何らかの土地利用が行われていたと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　

東加茂郡足助町地内

国道 153 号足助バイパス建設

平成 11 年７月

300 ㎡

佐藤公保・鈴木正貴・花井　伸

城山城遺跡範囲確認調査地点（１：2,500）
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調査区全景

大
おおわき

脇城遺跡

調査地点（1/2.5 万「知立」）

調 査 の 経 過

調 査 の 概 要

　調査は、第二東海自動車道関連施設の建設に伴う事前調査として、建設省及び日本道路

公団より愛知県教育委員会を通した委託事業として、平成 11 年４月〜５月に実施した。本

年度は、750 ㎡の１区画を調査した。

　大脇城遺跡は豊明市栄町梶田及び元屋敷地内に所在する。尾張・三河の国境を流れる境

川の支流である正戸川右岸の平坦な沖積地に立地する。平成８・９年度に実施した発掘調

査で、16 〜 17 世紀の城館跡を中心とする遺跡であることが判明している。今年度の調査は、

平成８年度に実施した調査区の北東部分にあたり、過年度調査と同じく、遺構検出面は３

ｍ前後である。遺構・遺物とも希薄であるが、埋土の状況や軸線方向等が過年度調査結果

に符合するため、「大脇城跡」の一部を構成するものと考えられる。遺物はＳＤ 05、06 か

らの出土が多く、そのほとんどは土器・陶磁器類である。また、鞴の羽口も出土しており、

城館の周辺部を構成していた遺跡と考えられる。　　　　　　　　　　　　　　（竹内　睦）

豊明市栄町梶田及び元屋敷地内

第二東海自動車道関連施設の建設

平成 11 年４月〜５月

750 ㎡

木下　一・池本正明・竹内　睦

ＳＤ 06

ＳＤ 05 ＳＤ 09

ＳＫ 03

ＳＫ 04

ＳＤ 07

ＳＫ 01

ＳＫ 02

ＳＫ 05

ＳＤ 03
ＳＤ 02

ＳＤ 04

ＳＤ 01

ＳＤ 08

ＳＤ 10
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西
にし

川
がわら

原古墳

調査地点（1/2.5 万「吉田・蒲郡」）

調査の経過

調査の概要

　調査は内陸用地造成に伴う事前調査として、愛知県企業庁より愛知県教育委員会を通し

た委託事業として平成 11 年 10 月より 12 月にかけて実施した。調査面積は 500 ㎡で、１

基の古墳を発掘調査した。

　西川原古墳は幡豆郡幡豆町大字西幡豆の北部の山林に所在する。標高 148.12 ｍの三角点

の南斜面に当たり、渥美半島から知多半島を一望できる場所に立地している。過去に幾度か

掘削された形跡があり、表土には石室の一部と思われる石と石棺の一部が地域の信仰の対

象として祀られていた。石室の底辺部が集石の直下約 1.5 ｍから検出され、岩盤をくり抜く

形で作られた横穴式石室の円墳と考えられる。近辺の土地は結晶片岩の岩盤であるが、石

棺は佐久島の砂岩を使った組み合わせ式箱式石棺である。遺物は石室からは出土されなかっ

たが、石室の前面、表土の約 20 ㎝下から若干の土器、銅製品が出土した。７世紀後半の古

墳であると考えられる。

　石室の規模は、幅２ｍ、長さ７ｍ、石棺の長さは明らかでないが、幅 47 ㎝と、７世紀後

半ではかなりの規模である。暗文土師器と銙帯が出土していることや立地条件を考え合わ

せると、埋葬者がかなりの勢力をもっていた可能性が強い。古墳時代から律令期へといっ

た過渡期の様子が偲ばれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（竹内　睦）

幡豆郡幡豆町大字西幡豆西川原 31-39

内陸用地造成

平成 11 年 10 月〜 12 月

500 ㎡

木下　一・池本正明・竹内　睦

空中写真 調査区全景
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古
こ

新
しんでん

田遺跡　範囲確認調査

調査の経過

立地と環境

調査の概要

調査地点（1/2.5 万「西尾」）

　調査は矢作川河川改修予定地内における範囲確認調査で、建設省豊橋工事事務所より愛

知県教育委員会を通した委託事業として、平成 11 年５月 31 日から７月８日にかけて実施

した。調査面積は、500 ㎡である。

　古新田遺跡は、西尾市志貴野町の矢作川と矢作古川の分岐点付近に所在する。この付近

の地形は、矢作川の掘削によりその形は変容しているものの、対岸から延びる碧海台地の

舌状に延びた東端にあたる。遺跡の南東には、弥生時代の遺跡として本センターが発掘し

た岡島遺跡や室遺跡がある。

　今回の調査地点は、矢作川左岸の新堤防内側直下で、長さ約 350 ｍ内に７ヶ所のテスト

トレンチを設定した。この試掘坑の中で、近世以前の人為的な掘削及び盛土行為が確認でき

たのは、Ｔ２〜４の３ヶ所であった。Ｔ１・２で確認できた旧堤防盛土は、明治期以降の磁器、

瓦片が混入しており、近世以前までさかのぼる築造行為の可能性はないと思われる。各地

点での盛土以外の堆積土層は、Ｔ２の中ほどから下流方向には、台地の基盤層である黄橙

色粘質土が認められ、このＴ２より上流に向かってはこの基盤層が段を呈するように下がっ

ていた。この段差ラインはほぼ南北方向に認められるため、矢作（新）川の掘削以前では、

碧海台地の舌状にのびた端部がＴ２の中ほどを東端として、現矢作川の対岸から南北方向

に続いていたものと思われる。　　　　　　　　　　　　　（木下　一・松田　訓・武井繁樹）

西尾市志貴野町

矢作川河川改修における範囲確認

平成 11 年５月〜７月

500 ㎡

木下　一・松田　訓・武井繁樹

調査地点位置図（１：5,000）
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鹿乗川流域遺跡群　範囲確認調査

　調査は、愛知県土木部による鹿乗川河

川改修工事に伴う事前調査として、愛知

県教育委員会の委託を受けて昨年度より

実施している。本年度は、昨年度の成果を元に、工事予定地における範囲確認調査を行った。

調査期間は平成 12年１月から３月、調査面積は 1,000 ㎡である。

　鹿乗川は、碧海台地縁辺に沿って安城市東部を南北に流れており、この碧海台地からみ

た外側を矢作川が併行する。周辺の地形は、これらの河川により沖積地が形成され、現況

として水田や畑地が広がり、また、自然堤防上の微高地には小規模な集落が形成されている。

調査地の南西には本センターが調査を行った加美遺跡や志貴野遺跡がある。

　本年度の調査では、昨年度行った８カ所の調査区における遺構、遺物の濃淡を元に、良

好な結果が得られた部分の範囲を確認する事に主眼を置いた。調査対象は、昨年度のＥ区

南よりＨ区南までとし、この範囲に任意でテストトレンチを設定した。各調査地点では現

在の水田耕作土が約 0.2 ｍ入れられており、この下にオリーブ灰・浅黄色シルトの堆積が認

められた。この下には灰・緑灰色シルトが堆積している地点があり、この層から、弥生時

代中期末葉～古墳時代前葉にかけての遺構、遺物が確認できた。これらがもっとも良好に

確認できたのは、昨年度のＦ区北側である。　　　　　　（木下　一・松田　訓・武井繁樹）

　　　　　

安城市小川町・木戸町

鹿乗川河川改修工事に伴う事前調査

平成 12年１月～３月

1,000 ㎡

木下　一・松田　訓・武井繁樹
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木
き

戸
ど

城跡　範囲確認調査

調 査 の 経 過

立 地 と 環 境

調 査 の 概 要

調査地点（1/2.5 万「西尾」）

安城市木戸町・藤井町

矢作川河川改修における範囲確認

平成 11 年４月〜５月

500 ㎡

木下　一・松田　訓・武井繁樹

調査地点位置図（１：10,000）

　調査は矢作川河川改修予定地内における範囲確認調査で、建設省豊橋工事事務所より愛

知県教育委員会を通した委託事業として、平成 11 年４月 12 日から５月 24 日にかけて実

施した。調査面積は、500 ㎡である。

　木戸城跡は、矢作川右岸脇に位置し、安城市木戸町・藤井町に所在する。この周辺は、

碧海台地の縁にあたり、また、矢作川によって形成された沖積地でもあることから、水田

や畑地が点在し、自然堤防上には小規模な集落が形成されている。木戸城跡の北には、碧

海台地の縁辺部に沿って鹿乗川が流れ、その流域は、弥生時代から古墳時代の遺跡が広がっ

ていることが、過去の調査から確認されている。

　今回の調査地は、矢作川右岸の堤防直下で長さ 1,300 ｍ内に 24 ヶ所のテストトレンチを

設定した。この試掘坑の中で、人為的な掘削及び盛土行為が確認できたのは、最東端の２ヶ

所のみである。特に東端の試掘坑は、現存する木戸城東側における濠と土塁の南側に設定し、

現存遺構の延長線上にあたる部分で、掘削及び盛土行為が確認できたため、木戸城関連遺

構の残存と判断した。　　　　　　　　　　　　　　　　（木下　一・松田　訓・武井繁樹）
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広
ひろいし

石散布地　範囲確認調査

調査の経過

立地と環境

調査の概要

調査地点（1/2.5 万「小坂井」）

宝飯郡御津町大字広石

県道大塚国府線建設工事における事前調査

平成 11 年７月〜８月

200 ㎡

木下　一・松田　訓・武井繁樹

調査地点位置図（１：3,000）

　発掘調査は、県道大塚国府線建設工事予定地内における事前調査で、愛知県土木部より愛

知県教育委員会を通じた委託事業として、平成 11 年７月 19 日から８月 11 日にかけて範

囲確認調査を実施した。調査面積は、200 ㎡である。

　広石散布地は、ＪＲ東海道線愛知御津駅より北西約２㎞の、宝飯郡御津町大字広石に位置

する。調査地は、北西から南東に向かってゆるやかに下る舌状の高まりと、小河川によって

開削された浅い谷によって形成されている。標高は、約29〜31ｍを測る。調査地の北西には、

弥生から古墳時代を主体とする石堂野遺跡、東には扁平鈕式の流水文銅鐸を出土した、広石

銅鐸出土地などが近接する。

　今回の調査地は、幅約 20 〜 45 ｍ、長さ約 210 ｍの道路建設予定地内で、この中に任意

でテストトレンチを設定した。各調査地点の層序は、10 〜 20 ㎝の表土の下ににぶい黄褐

色シルトが 10 〜 20 ㎝堆積しており、この下は基盤層であるにぶい赤褐色粘土または黄褐

色粘土が認められた。中世以前の遺構と思われるものは、この基盤層を直接掘り込むように

検出され、にぶい黄褐色シルト内から掘り込まれているものは、中世以降の遺構と思われる。

検出された遺物は、古式土師器を主体とし、須恵器、灰釉系陶器、陶磁器などがわずかに認

められた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（木下　一・松田　訓・武井繁樹）
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高
こうさか

坂遺跡

調査地点（1/2.5 万「小坂井」）

調査の経過

立地と環境

調査の概要

　発掘調査は、県道大塚国府線建設工事予定地内における事前調査で、愛知県土木部より

愛知県教育委員会を通じた委託事業として平成 10 年度に範囲確認調査を、平成 11 年８月

17 日から 12 月 24 日にかけて本調査を実施した。調査面積は、1,800 ㎡である。

　高坂遺跡はＪＲ東海道線愛知御津駅より北西約２㎞の、宝飯郡御津町大字広石字新宮山

地内に所在する。調査地は、北西から南東に向かってゆるやかに下る舌状の丘陵地の南側

斜面に立地し、標高は約 29 ｍ〜 34 ｍを測る。調査地の北西には、古墳時代を主体とする

石堂野遺跡、東には、広石銅鐸出土地などが近接する。

　調査地の旧態は畑地で、この耕作土 10 〜 20 ㎝を機械掘削によって除去した。この段階

では、ゆるやかな斜面を段状に造成し、一部に石積みを残す明治期の耕作地を検出する。さ

らに、この耕作地跡の段直下で削り出された部分を埋める土と、段直上の盛土を人力によ

り除去し、遺構検出を行った。この時点では、一部ににぶい黄褐色シルトを残すも、大部

分はにぶい赤褐色粘土または黄褐色粘土が露呈する。検出された遺構は、土坑 62、不定形

土坑 15、ピット 169、溝２、住居址３である。検出された遺物は、遺構に伴うものは欠山

式を主体とし、わずかに古代・中世・近世遺物が含まれた。（木下　一・松田　訓・武井繁樹）

宝飯郡御津町大字広石字新宮山地内

県道大塚国府線建設工事における事前調査

平成 11 年８月〜 12 月

1,800 ㎡

木下　一・松田　訓・武井繁樹

調査区位置図（１：2,500）
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調査区全景　北東より 石積み（明治期）

ＳＢ 02全景　南西より ＳＢ 02東側ブロック遺物出土状況

調査区　東側 調査区　南側

調査区　中央付近調査区　西側





Ⅲ．埋蔵文化財講演会の記録

 
 古墳時代の変革と地域社会

岩崎卓也
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１．はじめに

　ただいまご紹介に預りました岩崎です。お話は得意で

ないもので、ご辞退しようとしたのですけれども、いろ

いろないきさつからのっぴきならないことになりまし

て、ここに立たせて頂くことになりました。

　私、この豊田という街は初めてでございます。すごい

自動車の街だろうと考えながら来ましたが、意外にも閑

静な住宅地が広がっておりましてびっくりいたしまし

た。この豊田で思い出すことは、宇津木古墳からすごい

鏡が出土している、という話を聞いたことです。それか

らもうひとつは保見の伊保遺跡から変な土器がたくさん

出ているという話で、これまた大変びっくりしました。

この土器を見学に、と思ったこともあったのですけど、

ついに二十数年、見ることがないまま、今日に至ってし

まいました。そんなことで少し伊保遺跡のあたりからお

話しさせていただきたいと思います。

２．土器の分布が意味すること

  土器については、その分布ですとか、いろいろな形で

問題になります。図１をご覧頂きたいと思います。これ

らはみな、友人たちが作ったよく見る図ですね。こちら

の赤塚次郎さんの図も参照させて頂いております。ここ

図１−①　弥生中期後葉と弥生後期の土器分布図（設楽博巳原図）

でまず注目したいのは、同じタイプの土器が広がりをも

つことの意味です。ある器種の組み合せが、例えば壺だ

とか甕だとかいろんな種類の容器の組み合せが生活を反

映するとは、よく言われることです。そしてまた、同じ

ようなデザインが分布するということは、同じ文化圏を

示すなど、いろいろな解釈が行われています。しかし、

なかなか簡単にはいかない問題です。

　関東の弥生時代中期といわれる、紀元前後ころの土器

を見ますと、各地域で使われた土器の組み合わせが一緒

です。蓄えるための壺、それから煮炊きのための甕、そ

して盛りつけるための（椀）皿の類いですね。生活様式

を反映する組み合わせは揃っておりますけれども、よく

見ると文様や形とかは、地域によるちがいが非常にはっ

きりしています。こういうときに私どもは、稲作によっ

て人びとが定着の度を増し、しかも自給自足的な暮らし

をする単位が各地に生まれ、他所との交流がほとんどな

くなった結果、それぞれの地域ごとに、土器もちがう

顔をもつようになったと説明するのが一般的だと思いま

す。関東の場合は、時と共にその地域圏が狭まっている、

つまりより自給圏が狭まり、小地域化がどんどん進んだ

ようです（図１—①）。

弥生中期後葉（１世紀） 弥生後期（２世紀）
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図１−②　西日本における庄内甕の分布（左）と東海西部系装飾壺の分布（右）

　つぎに図１—②をご覧下さい。３世紀のころ、それま

での地域間の相違をのりこえて、列島の各地で、同じ手

法の土器が使われ始めたのです。図の左は、近畿地方に

始まる、いわゆる庄内甕、図の右は、伊勢湾岸で生まれ

たパレス・スタイルと呼ばれる壺の広がりです。明らか

にそれまでの地域圏をのりこえて、ある場所で生まれた

土器が広がるというところに次の問題があります。この

事象について、力による侵略を考える人もいるだろうし、

別の理由を主張する人も居ます。図から、庄内甕は西日

本へ、パレス土器は東日本へと広がったかに見えます。

しかし、図１—③は、これは赤塚さんのお作りになった

図面ですけれども、これはＳ字口縁という薄作りの台付

甕が西日本にも拡散していったことを示すものです。西

の方へ行った庄内甕もまた、関東などへもたくさんきて

いるのです。

　土器以外の要素、としては前方後方形のお墓、あるい

は前方後方墳と言う人もおります、これがパレス土器の

分布圏に展開します。そして図２—①の、あの有名な廻

間遺跡、あるいは図２—②の西上免遺跡が、非常に早い

段階に、赤塚さんの言われる廻間のⅡ段階というころに

出現したと言われています。大変古い前方後方形のもの

です。そしてこれがやはりある分布圏をもつというので

す。分布圏をもつのなら、それについて、やはり何らか

の解釈が必要です。これをある種の力をもった首長が誕

生し、パレス土器の分布域のあちこちで前方後方形のお

墓をつくったのではないか。これはパレス土器を共有す

る首長の連合によるものなのだろうか、それとも突出し

た大首長による政治圏の成立を意味するものだろうかな

ど、いろいろな解釈が当然出てくると思います。前方後

図１−③　Ｓ字甕の移動（赤塚次郎原図）

方形の大型墓が、広がりをもつということに、ひとつの

ある種の政治的、文化的な交流圏を想定する人たちは多

いのですけれど、実はそれにもなかなか簡単にはいかな

い難しいことがあります。

　例えば、千葉県木更津市の高部という前方後方形のお

墓ですね。出土した土器を調査者である小沢氏が公表さ

れております（図３—①）。これを見たとき、すぐに先

ほどの展示場に並んだ土器のあるものに類似することに

気が付かれるだろうと思います。つまり、ここからは東

海地方の土器がたくさん出土しているのです。しかも、

東海地方で生まれたとされる前方後方形のお墓なので
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図２　愛知県廻間遺跡と西上免遺跡（赤塚次郎原図） 図３　千葉県高部 32号墓と神門３〜５号墓

①廻間遺跡

②西上免遺跡

①高部 32号墓（小沢　洋原図）

②神門３〜５号墓（田中新史原図）

図４　長野県弘法山古墳と各地の墳墓・古墳出土の鉄鏃

１・２	 弘法山古墳

３〜５	 広島県中出勝負峠

６	 神門４号墳

７〜９	 山口県国森古墳

10・11	京都府椿井大塚山古墳

弘法山古墳

１　　  ２ ３　　  ４　　  ５

６ ７　　  ８
９

10　　     11
12　　  
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す。千葉県も同じ政治圏か、というふうに考えたくなり

ます。

　ところが同じ千葉県、東京湾東岸の市原市という、あ

まり木更津市から遠くないところに、「神門３〜５号墳」

として調査された墓が、田中新史さんたちによって紹介

されています（図３—②）。これを見ると、やはり土器

には東海地方系のものもあります。しかしいっぽうで近

畿地方的な色彩をもったものもあるのです。しかもこれ

は同じ千葉県の東京湾東海岸にありながら、片方は前方

後円形である。単純に分布圏を設定するわけにはいかな

いようです。

　さらに神門５号墳の場合には、身に穴が連続してあい

ている鉄鏃が出ています。西上免にもやはり穴のあいた

銅鏃が出土しています。たくさんの穴をあけるという共

通性は一体これは何だろう。かなり共通した要素として

理解していいのではないだろうか。そうすると前方後方

墳の世界と前方後円形のものをつくった人たちとは決し

て対立するようなものではなく、何らかの形で接点が

あったことにもなるのかもしれません。

　それから、有名な佐賀県の吉野ヶ里遺跡にもやはり前

方後方形のものが見つかっております。前方後方形のお

墓の、地域ごとの傾向を示された図面がございます。見

比べていきますと、この吉野ヶ里の前方後方形のものは、

ここで赤塚さんが「東海型」といったものと重なる、と

考える人が多いと思います。「東海型」のものが、佐賀

県の有明海の近くにある、となると、これは、伊勢湾地

方とどうかかわっていたのだろうか、と気になったりも

します。いっぽうで吉野ヶ里遺跡では、これとはちょっ

と地点を異にしますけれども、Ⅴ区といわれているとこ

ろの溝のなかから、近畿地方的な土器が出土しています。

庄内式と言われる近畿地方のものと共通するものだと思

います。いっぽうこの遺跡のすぐ近くに、諸富町という

町がありますけれども、そこの土器のなかに東海地方の

土器の文様を付けたものがたくさん見つかりました。つ

まり有明海のあたりまで東海系の土器が広がりをもって

いるのです。そういうふうにあちこち、ある場合には面

で広がり、ある場合には点や線で連なっている。それは

広がり方によって解釈がちがってくるのかもしれません

けれど、これをどう考えるか、というのはやはりひとつ

の問題点だろうと思います。

　引き続き、この御当地の豊田市伊保遺跡から出土した

土器を見て頂きますと、これが近畿地方のいわゆる庄内

式土器などに通じる技術をもった土器であるということ

は文句がないだろうと思います。つまり三河の地にも、

東海系土器の組み合せをもった地域のなかではあるけれ

ども、集中的に他の地域のものが入ってくることもない

ことはないようです。こういうものについてやはりどう

理解していくのか、ということが問題になるだろうと思

います。

　土器の分布から見てこういうことが言える、それから

前方後方形の墓の広がりについても同様なことが考えら

れそうです。そしてさらによく言われるところですけれ

ども、「三遠式銅鐸」と言われる三河地方、遠江地方を

中心に広がりをもっていた銅鐸の分布域とこの東海地方

の土器の分布域は重なり合うらしいということです。こ

の三つのそれぞれの要素をどういうふうに解釈するか、

もはや土器だけの問題として、あるいはお墓だけの問題

としては解決できない問題だろうと思います。

　たとえば松本の弘法山古墳、これは後出する立派な古

墳ですけれども、ここからは図４にありますように、鉄

の鏃が出ております。それから鏡が出土しております。

それから壺が出ております。他のものも出ておりますけ

れども、それだけ取り上げてみますと、壺は明らかに東

海地方で成立したものでして、表面を赤く塗ってあって、

着色していない文様帯にはジグザグ模様が入っている。

まさにこちらの特徴をよく示しているものが出土してお

ります。東海地方と非常にかかわりが深いことは分かり

ますけれども、それと同時に、ここで注目したいのは鏡

です。これは「上方作竟」銘がある青銅の中国鏡でござ

います。おそらく三角縁神獣鏡などが作られたころに、

それに先んじて入ってきた鏡だろうと考えます。そうい

う鏡を中国から入手する立場にあったのでしょう。さら

に注目したいのは、鉄鏃であります（図４右）。そして

今度は図３—②にいきます。隣の先程見ました神門４号

墓から出土したという土器を見ますと、やはり東海地方

的なものもございますし、近畿地方的なものもある、と

いうことになりますけれども、それと同時に、非常に特

徴的な五角形をした鏃が出ております。

　そしてこの場合には鏡が出土しておりませんけれど

も、その隣の、同じころにつくられた、高部 32 号だとか、

30 号墳などでは、やはり中国製の三角縁神獣鏡が入る

以前だと思われるような鏡が出土しております。
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　この二つを基準に使っていきますと、たとえば広島県

の中出勝負峠という古墳がございますけれども、このお

墓を見ましても、やはり形は変わってきているけど、五

角形の鉄の鏃と、これまた小型で古い中国製の鏡が出土

しています。

　そして西の方ですね、福岡県の生掛というお墓があり

ますけれども、これは円形に巡らした堀の一部が掘り残

されている、やはり前方後円形に近い形ですね。神門４

号と比べていただくと分かりますけれども、共に近畿地

方的な壺が出土しています。そして、中国製の鏡が出土

している。それと同時に五角形をした鉄の鏃も出ている。

共通して言えそうなことは、中国製の鏡、それは三角縁

神獣鏡といったものじゃないんですけども、がそれぞれ

一、二面ずつ出土している。そしてしかも、弥生時代の

伝統にはなかった定角式と呼ばれる五角形の鉄鏃が出土

する、という共通点があります。

　中国製の鏡を副葬するということは、外からのものを

受け入れられる立場にあったということでしょう。そし

て五角形の鉄鏃をたどりますと、これまた韓国の大成洞

29 号墳のような海の向こうの墓から、同じようなもの

が出ていることが知られます。これなどはおそらく時期

的には遅れる京都府の椿井大塚山古墳から出土したもの

と、かなり似通った形態をしています。

３．古墳に葬られた人びと

　さて、このように大きなお墓、分布をのりこえて広が

りをもつものを見ていきますと、この古墳出現期の前方

後方形、前方後円形というお墓の主は、中国の鏡などを

入手することができる、共通する条件があったと考えて

みたくなります。はたしてこれは個人と個人の連帯によ

るものなのか、それともある種の首長の下における階層

的な社会の形成を反映するのか、いろいろな問題が付随

してきます。

　こういうお墓に入った人びとは一体どんな立場の人た

ちだったのか、少し考えておこうとしたものが図５にな

ります。これも私、あちこちで言い尽くしていることで

すから、もうまたか、ということになってしまうと思う

んですけれども、５世紀にどういう変化があったかを見

るために、４世紀の古墳の特色を、もう少し整理してお

こうというのがこの関東の話の筋書きです。『常陸国風

土記』によりますと、かつて茨城県には、「常陸」以前

図５　旧筑波国の古墳分布

にもっと小さな国がたくさんあった、ということが書か

れてあります。そしてそのなかのひとつに「筑波国」が

あげられておりますし、また「茨城国」などもあげられ

ております。そしてその筑波国というのは、現在の筑波

郡と言われるところとほぼ同じ広がりをもっていたと思

います。

　ここで見ますと、いくつかの前方後円墳が筑波の桜川

の水系に、そしてその川筋に広がった低地帯を挟むよう

に点在しております。よく見るとそれぞれ築かれた時期

は異なるようです。なかで、一番古い古墳は前方後方形

をした、水守の桜塚古墳です。やや遅れまして、今度は

前方後円形の山木古墳がつくられました。桜塚古墳が４

世紀の半ばくらいにできて、山木古墳が４世紀の終りく

らいにできた、というふうに考えていいでしょう。その

次になりますと今度は５世紀の前半期ころの古墳が川筋

を隔てた対岸につくられます。それが土塔山古墳。そし

てこれに続く前方後円墳は同じ川筋につくられた５世紀

中葉ごろの八幡塚古墳、そして５世紀末ないし６世紀初
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図６　長野県森将軍塚古墳

めの甲山古墳。つまりここにあるいくつかの前方後円墳、

あるいは前方後方墳と呼ぶ、首長墓といわれる形のお墓

は、一世代一古墳という形でつくられたと理解してよい

ということになりそうです。筑波国の頂点に立った歴代

王者のお墓ということになります。そうすると、その頂

点に立った人のお墓がなんで川を渡って、右に築かれた

り左に築かれたりしたのだろうか、ということが問題に

なります。

　そこで私どもは、平安時代の全国のムラの名前がでて

いる『和名類聚抄』を見ていきました。筑波郡にあった

というムラの名前を調べますと、まず目に付くのは「水

守郷」というムラ、それから「大貫郷」というムラなど

があります。大貫郷に関連しそうな地名は、土塔山古墳

のあたりに今、大貫という字名があります。

　そうすると、初代、２代はもとの水守ムラの地の古墳

に葬られた。３代目のお墓はもとの大貫ムラというとこ

ろにある。それから４代目のお墓はというと、これは八

幡塚古墳になりますけれども、筑波山麓の「筑波郷」の地、

今の地名で言えば大字筑波にあたります。そして５代目

のお墓を探していくと、６世紀前半の甲山古墳が見つか

ります。ただし甲山古墳の付近には郷名と一致する字名

がございません。ところが、たまたま古墳のすぐ裏にあ

るお寺が注目されました。極楽寺というお寺ですけれど

も、そのお寺の山号が、三村山だったのです。多分この

あたりが、『和名抄』の三村郷に対応するところだろう

と考えました。少なくとも、いくつもの平安時代のムラ

の広がりにまたがって、川の東、西に関係なく次々に古

墳がつくられた。そう理解すれば、古墳が築かれた時代

にもいくつものムラがあって、そこに葬られた人びとは、

初代、２代まではのちの水守ムラの地に、３代は大貫ム

ラに、４代は筑波ムラの地にかかわりがあったとするな

らば、この地域の歴代王者は、決してひとつのムラの出

自ではない。首長の地位はあちこちのムラの頭みたいな

人に次々にまわされていった可能性がある、と考えたい

のです。

　筑波国の隣にあった茨城国は、筑波よりも少し広がり

が大きく、恋瀬川・園部川という２つの川筋があります。

最初の古墳は、２つの川筋の上流に、それぞれ前方後方

墳として出現いたしました。東日本の一般的なあり方で

す。そしてここでも続く古墳は前方後円形になります。

次に川筋ごとの古墳の動きを見ていきますと、やはり川

筋の上流付近の人たちが代表していた園部川流域の古墳

は、恋瀬川筋に全長 182 メートルという巨大な舟塚山

古墳が築かれる４世紀末ころには、見るかげもなくなり

ます。５世紀も後半期に入ると、形勢は逆転します。園

部川流域の古墳がきわだつようになるのです。つまり首

長権は決して一地域、一集団のうちにとどまるのではな
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く、いくつかの集団間をも複雑に移動するような世の中

だった、と考えることはできないでしょうか。

　このようなシステムが認められる世の中とは一体何だ

ろうというのが、次の問題点となります。長野県の善光

寺平でも前方後円形の首長墓は、筑波と同じように、千

曲川の右に築かれたり左岸に行ったり、広い地域のなか

を一ヶ所に集中することなく、転々と移動していく点で

共通しています。つまり分散型の古墳分布は茨城県だけ

の問題ではない、ということになります。

　さて、首長権が動くというとき、それらと民衆とのか

かわりは一体どうだったのかを見るには、森将軍塚古墳

がひとつ参考になります。図６のとおり、この古墳はい

びつな前方後円形をしています。この古墳がつくられた

のは４世紀の半ば以前だと思います。この古墳の裾には

たくさんの埋葬施設があります。明らかに、この古墳の

裾線を念頭において、設けられたものです。

　一番解釈しやすいのは、それはトップが死んで、前方

後円墳に葬られたとき、かれに仕えていた隷属民が周り

に殉葬させられたということです。この古墳の主が、強

力ないわゆる専制的な王者だったとすれば、そう言える

と思います。ところがその周りの連綿と並ぶ埋葬施設に

１有尾１号古墳

２勘助山古墳

３七瀬双子塚古墳

４高遠山古墳

５蟹沢古墳

６三才１号古墳

７地附山１号古墳

８南向塚古墳

９馬神古墳

10腰村１号古墳

11姫塚古墳

12川柳将軍塚古墳

13中郷古墳

14田野口大塚古墳

15大星山古墳（大室 18号）

16舞鶴山２号古墳

17土口将軍塚古墳

図７　長野県の主要古墳

埋葬されている人びとはいずれも、短期のうちにまとめ

て埋葬されたものではなく、この古墳ができてから百年

くらいの間に、次々につくられたお墓の集積だというこ

とが分かりました。しかも、埋葬された人びとのなかに

は、首飾りをしているものもあったり、鎌をもってい

る人とか、それなりの副葬品が入っております。そうな

ると、とても隷属民の墓とは考えられないのではないで

しょうか。

　そうすると、首長の死を心から悲しんだ多くの人びと

が、自分が死んだら、この大好きな首長の近くに墓をつ

くって欲しい、つくるのだ、と心に決めた身内の人々の

墓、という理解もできそうです。つまり、首長と民衆とは、

決して階級的な対立関係にあったのではなく、自分も身

近にあったあの首長の近くへ葬られたい、という願望を

抱く、つまり民衆と苦楽を共にする首長といった、共同

体的な関係があったのではないか、と理解することも可

能ではないでしょうか。

　とすると、ある地域圏のなかでムラからムラへと首長

権が移動していってもそれぞれの地域の民衆は、たとえ

ムラがちがってもその首長は、やはり自分らの代表との

思いをこめて従った、と考えられるかもしれません。

　ところが５世紀になりますと、図７の「長野県の主要

古墳」を見て頂きますと、初期の古墳は善光寺平南部に

集中しております。それが５世紀半ばころを境に、今度

は南の伊那谷に前方後円墳が集中するようになります。

しかも、その古墳は天竜川に流れこむ何本もの小河川ご

とに築かれ、決して散在形態はとりません。川筋ごとに

初代、２代、３代とたどれる古墳が、狭い範囲に集中し

てつくられる、という点で、前の時代とはちがってくる

のです。４世紀から５世紀に変わるころ、信濃では、北

の方にあった古墳群が衰え、代って南の方に中心が移る

ことが指摘できるのです。

　つぎに図８「武蔵・相模の主要古墳分布図」をご覧下

さい。武蔵・相模、つまり東京の周辺地域では、古墳が

万遍なくあるわけではありません。しかも古い４世紀半

ばころの古墳を見ますと、だいたい多摩川水系に築かれ

ております。

　ところが、５世紀代には、ここの大型墳は姿を消し、

代って利根川に近いところに集中的に築かれ始めます。

「埼玉地方」と書いてあるところに稲荷山古墳という、

鉄剣を出土した有名な 100 メートル規模の古墳がまず
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図８　武蔵・相模の主要古墳分布図

図９　埼玉県埼玉古墳群

築かれます。そしてこの地に、次から次に古墳がつくら

れるのです。本来は南武蔵に中心があった古墳が、この

５世紀の半ばを境にしまして、南武蔵の方から北武蔵に

中心が移ってしまったと考えてもいいと思います。

　「埼玉県埼玉古墳群」の図（図９）をご覧頂くと、一

番北に稲荷山古墳がございます。前方部が削り取られて

おります。そして、その横に日本で一番大きな円墳、直

径 105 メートルある丸墓山古墳、中央部あたりに二子

山古墳があります。今、埼玉古墳群整備のための発掘調

査が進んでおりますが、この埼玉稲荷山古墳は四角い堀

を巡らしていたようです。さらにその外にもうひとつ堀

が巡らされていることも確認されております。二重の堀

を巡らすと、その外堀はほとんど丸墓山の堀に接してし

まいます。それから二子山古墳の堀も二重に巡っていま

す。将軍山古墳という半分壊れてしまった古墳がありま

す。この古墳を巡る堀も二重であることが分かりました。

すべての古墳の外堀は、相互に接し合っていたのです。

　二重の堀が相接するこれらの古墳は、一番古い５世紀

末の稲荷山古墳、６世紀の半ばの丸墓山古墳、その次に

二子山古墳というかたちで、一世代一古墳の割合で系列

化していることが分かります。それが一ケ所に集中して、

堀がほとんど接し合うようにして、次から次へと墓がつ

くられているとなれば、ある血筋の人たちが首長権を独

占してしまった姿、まさに氏的なものが誕生して、同族

墓を形づくったと考えられないでしょうか。

　有名な『日本書紀』の安閑天皇条に、武蔵国造の話が

出てきます。それによりますと、安閑天皇の元年（534）

に、小杵と笠原使主が、武蔵国造の地位を争った。小杵

というのは大変やることのいやらしい人だったので、お

隣りの上毛野国君小熊に助けを求めて、笠原使主を殺そ

うとした。それを知った笠原使主は、都へそのことを訴

えます。都では、これはけしからん、ということになっ

て、小杵を殺させました。そして、笠原使主を国造の地

位につけた、というのです。国造の地位を得た笠原使主

は感謝のしるしとして四つの屯倉を献上したということ

が続けて書かれております。

　四つの屯倉というのは、多氷の屯倉、それから橘花屯

倉、倉樔屯倉、横渟屯倉ということです。これらは地名

からみて少なくとも三つは多摩川水系にあったと考えら

れています。つまり、４世紀のころ、武蔵を支配した人

びと、つまり小杵たちの拠点は多摩川水系だったと言え
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そうです。したがって、この古墳の分布は武蔵の政治的

変動に関係するんだと言われたのが新潟大学にいらっ

しゃった甘粕健先生です。確かに話としては大変面白い。

　しかし同じようなケースが日本のあちこちで、同じこ

ろに起こっています。しかも埼玉古墳群の場合には、最

初に稲荷山古墳が５世紀後葉に出現しました。安閑期は

ご存知のとおり、６世紀の前半期になります。そうする

と時代的に合わないからこの話は埼玉古墳群とは関係な

い、と言われたのが金井塚良一先生です。そのあたりの

ことは争いがありますけれども、どうも５世紀、とりわ

け半ばぐらいに、それまで古墳をつくっていた地域で築

造がばったり止まって、別なところにつくられるように

なる所が多く、決して埼玉だけの問題ではない点は注意

しなければなりません。

　それと同時に、長野県のように谷筋の狭いところに相

次いで前方後円墳がつくられ、特定家系の歴代墓を思わ

せるようになります。

　だいたいにおいて、単系の父系社会とか、或いは母系

社会とか、出自がはっきりしているところは、婚姻形態

が外婚形態をとり、一方の血筋を軸に、集団として結束

を固めます。そういうところでは、無前提で他集団の長

をいただくことはありません。

　ところがいっぽう、もちろん近親婚はある、族外婚に

こだわらない社会はどうなるでしょう。それは、父方も

母方も区別されず、同じ親戚だと同格に扱われることに

なります。そういう族外婚にこだわらない社会だと、親

戚は限りなく広がっていってしまいます。あの家も、あ

そこのムラも親戚、そっちのムラも親戚、ということに

なってしまうと、そのような集団の誰が頭にでても基本

的に変わらないことになります。もし父方母方にこだわ

講演する岩崎卓也氏

らない社会だったとするならば、ある地域のなかで、誰

が頭になってもあまり問題がないという集団関係が想定

されないでしょうか。

　それが５世紀の半ばくらいになって、特定集団が特定

墓所を占有する集団に様変わりしたとなると、単系の同

族団の形成が急速に展開したということでしょうか。そ

うなりますと、当然のことですけれども、曖昧な社会に

対して、単系的社会ではもちろん苗字ができるわけです

ね。氏を形づくる雰囲気が出てきます。同族団組織を志

向するようになってきますと、お墓は当然、同族団ごと

にまとまっていくと考えられないだろうか、その点をも

う少し補足説明してみたいと思います。

４．古墳時代のムラと民衆

　図 10 は、この時期の集落のひとつの傾向を示してい

ます。東日本、特に関東地方の集落調査の結果は、いろ

いろな人がいろいろな立場から論じておりまして、私ら

の立ち入る余地もないのですが、図 10—①の千葉県大

井東山遺跡の図をご覧下さい。これは６世紀から７世紀

に入るころを中心とする時期のムラということで出して

おります。それから図 10—②、茨城県の陣屋敷遺跡です。

　さて、この千葉県大井東山遺跡の第Ⅰ期というのは、

ちょっと下の方に二つの竪穴が並んでいます。最初の住

民たちは二軒の家に分かれて住んでいたのでしょう。そ

れから程なく、第Ⅱ期を迎えます。他所からまた人が

入ってきます。そして第Ⅰ期にここに竪穴を掘った人た

ちの住まいは、第Ⅱ期には続きませんから、あるいは他

の地点に移ったのかもしれません。第Ⅱ期になって人が

ちょっと増えてきます。第Ⅲ期になりますと、かなりの

数です。ところが第Ⅳ期になりますと、このムラはすっ

かり衰えて、ほとんど人がいなくなってしまったようで

す。そして第Ⅴ期になりますと、たった一軒がのこりま

す。そして第Ⅴ期をもってこのムラは終ります。非常に

短い時間に、あるところにムラができて、そしてそれが

広がっていったと思ったらすぐ小さくなって、なくなっ

てしまった、ということです。

　陣屋敷遺跡の方をご覧頂きます。「陣屋敷古墳時代Ⅰ

期」と書いてあります。調査した方がたの話によります

と、Ⅰ期、Ⅱ期、Ⅲ期を古墳時代前期、だいたい４世紀

を中心にした時代を考えているということです。１を見

ますと、西側の台地の上に家が建ちます。ところが、４

世紀も半ばぐらいになってくると、２を見て頂きますと、
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図 10 −①（上）　千葉県大井東山遺跡

図 10 −②（右）　茨城県陣屋敷遺跡

陣屋敷古墳時代Ⅰ期（4c） 陣屋敷古墳時代Ⅳ期（5c）

陣屋敷古墳時代Ⅱ期（4c） 陣屋敷古墳時代Ⅴ期（6c）

陣屋敷古墳時代Ⅲ期（4c） 陣屋敷古墳時代Ⅵ期（6c）

今度は東側台地の先端近くに家が二軒ございます。その

次の第Ⅲ期になりますと、今度は西の台地の付け根の方

に二軒の家が建ちます。そして５世紀に入りますと、ま

た東の外れの方に家が建ちます。そして６世紀には西の

方というふうで、ひとつのムラのなかに建てられた家は

転々と位置を変えています。つまりこの場合に考えられ

るのは、このムラのなかに固定した宅地が、これが私の

土地です、と私的に占取されていたわけではなというこ

とです。

　それで思い出すのは、アイヌ民族は土地をもたないと

いう言葉が江戸時代の探検家によって説かれていること

です。それを見たとき思いおこすのは、北海道の擦文文

化といわれる、本州では歴史時代に入ったころの遺跡の

あり方です。この時期のムラ跡には、竪穴住居が万遍な

く掘りこまれていますが、決して重なったりすることは

ありません。古くなった竪穴は放棄され、新しい竪穴は、

別な場所に掘りこまれていきます。こうして、放棄され

た竪穴がどんどん数を増やしていくのです。

　また、遊牧民社会、例えば現在の西アジアのベドウィ

ン族は、折りをみて定住生活に入ろうとします。定住生

活に入った農村に行ってみますと、あちこちに建ってい

る土の家には垣根などはありません。だから、家を出て、

まっすぐ歩いていけば隣の家の敷地にいつの間にか入っ

ていきます。そしてこっちの方へ行くと、また隣の家と

つながっている。つまりムラのなかの路は家と家を結ぶ

ものであって、それ以外のものではないようにみえます。

そういうところでは、例えば若い人が結婚すると、かれ

らはムラのなかの空き地を物色し、そこに家を建ててし

まいます。それもそのはずです。その土地は私有地では

なく、ムラびとなら誰が使ってもいいムラの土地だから
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です。

　そういう目をもう一回日本に向けますと、それぞれの

地域でムラが、生まれたり、大きくなったり小さくなっ

たり、なくなったりするのは、いくつものムラの間を、

人びとが規制なしに移転して歩けた、ということなので

しょうか。

　この傾向は関東地方の場合には、奈良・平安時代になっ

ても変わらないようです。この時代の人たちも、ムラの

なかばかりか、ムラからムラへさえ適当に動いたのでは

ないかと思えるのです。

　そこで、図 11—①、群馬県の黒井峯遺跡をご覧下さい。

調査した石井克巳さんの説明によりますと、単位をなす

建物群は竪穴住居１基と、平地式の建物がいくつか、そ

して菜園状の畑で構成されている。それを囲むように、

柴垣が巡らされていました。生け垣と書いてありますが、

これは柴垣です。ムラの単位となった小集団は、自分た

ちの生活領域をちゃんと柴垣で区画していた、という説

明をされます。確かに他の地点でも、同様な施設群を柴

垣で囲ってある。しかしよく見ると、柴垣の形が非常に

不整形なのです。ある場合には三角形に、ある場合には

楕円形だったり、自分たちが今使うのはこの範囲だとい

う、縄張り意識の表現であって、宅地として世襲される

ものという確固たるものではなかった、とすれば理解で

きるのでしょうが、すでに宅地として固定していたと考

えるには、疑問をもっているのです。

　ただ５世紀の半ばと言いますと、別な動きも出てきま

す。それが図 11—②の大阪府大園遺跡の例です。これ

図 11 −①　群馬県黒井峯遺跡（石井克巳原図）

は明らかに溝をもって区画をしている、方形の区画です

ね、その区画がいくつも連続していたのです。今の言葉

で言うならば、明らかにこれは宅地造成と言っていいも

のでしょう。当然のことですけれども、この区画のなか

というのは、居住する人びとの権限が認められた範囲と

考えられるのではないでしょうか。こういう私的占取の

傾向が出始めているらしい、とだけ言っておきます。宅

地の共有から、私的占取への変り目といえるでしょう。

　図 12 は、古代の歴代大王とその宮殿の名です。崇神

天皇の場合は、磯城瑞垣宮、景行天皇の宮は纏向日代

宮、最後の方になりますと、飛鳥地方に集中する傾向が

ありますが、代が替わる度に宮殿の場所が変わっていま

す。歴代遷都と言います。各地域で首長の地位に就いた

図 12　大王（天皇）と宮都

	 祟神　磯城瑞垣宮 	 垂仁　纏向珠城宮
	 景行　纏向日代宮	 政務　*近淡海志賀高穴津宮
	 中哀　穴門豊浦宮	 応神　難波大隅宮
	 仁徳　難波高津宮	 履中　磐余稚桜宮
	 反正　丹比柴籬宮	 允恭　*遠飛鳥宮
	 安康　石上穴穂宮	 雄略　*長谷朝倉宮
	 清寧　磐余甕栗穂宮	 賢宗　*近飛鳥宮
	 仁賢　石上広高宮	 武烈　泊瀬列城宮
	 継体　磐余玉穂宮	 安閑　勾金橋宮
	 宣化　桧隈盧入野宮	 欽明　磯城嶋金刺宮
	 敏達　譯語田幸玉宮	 用明　池辺雙槻宮
	 崇峻　*倉椅柴垣宮	 推古　小墾田宮
	 舒明　飛鳥岡本宮	 皇極　飛鳥板蓋宮
	 孝徳　難波長柄豊碕宮	 斉明　後飛鳥岡本宮
   天智　近江大津宮  	 天武　飛鳥浄御原宮
	 持統　藤原宮	

*は古事記、他は日本書紀による

図 11 −②　大阪府大園遺跡
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図 13　畿内における大型古墳の消長（白石太一郎原図）

者は、それぞれ狭い意味での血筋の継承者であったとす

れば、首長権の移動というものは、王権交替を意味しま

すから、争乱が起こりがちだったことになります。そう

でなく、平和裡に首長権が移動したのなら、話は別にな

ります。この歴代遷都を見た場合に、だんだん飛鳥地方

に集中していって、そしてやがて飛鳥地方に宮が集中的

に営まれるようになっていくわけですから、都を変える

と言っても、かなりの広がりのなかの諸集団間の合意が

前提となる、ゆるやかな集団関係が前提となっていたの

ではないでしょうか。

　図 13 は、白石太一郎氏の図ですが、近畿地方と雖も、

首長権は、常にある一定の地域集団によって担われてい

たのではない、と言いだされた方ですね。近畿地方では、

200 メートル以上の規模の巨大古墳は、最初のころは三

輪山の周辺部、桜井市のあたりにありました。それが奈

良県北部佐紀の地に、そして大阪平野へと場所を変えて

いきます。大規模なお墓が築かれる土地がずれていくの

がわかります。大王権というのは一出自集団に、確保さ

れていたのではなくて、畿内の連合政権のなかを、移動

していった、とする見方ともある意味で結びつくことに

なります。

　古墳時代だけではなくて、次の時代になっても、東日

本の一般民衆のレベルでは、自分の菜園や宅地を恒久的

に占取しようということはなくて、絶えず移動していた。

その移動を可能にしたのは、先ほど言いましたような、

単系の出自集団ではなくて、横のつながりが多い集団関

係こそが、こういう現象をもたらしたと考えられないで

しょうか。

５．まとめ—５世紀後半の変革と新技術の導入

　さて、非常にとりとめのないことを申しましたけれど

も、言おうとしてきたことは、４世紀から５世紀にかけ

てのころには、まだ、単系出自集団というようなものは

形づくられていなかったのではないだろうか。したがっ

て持続的に王権を継承した出自集団は、組織的に未成熟

だったのではないだろうか、と考えてみたかったのです。

　ただ、例えば、新しく武蔵国の北部に王権を開いたと

思われる埼玉古墳群の稲荷山古墳出土の鉄剣銘を見ます

と、図 14 にあるとおり、「辛亥の年七月中、記す」で始

まる有名な銘文ですね。辛亥の年というのは 471 年の

ことですから、５世紀の終り。これを見ますと、「ヲワ

ケの臣、上祖、名はオホヒコ。其の児、タカリのスクネ。

其の児、名はテヨカリワケ。其の児、名はタカヒシワケ。

其の児、名はタサキワケ。其の児、名はハテヒ。其の児、

名はカサヒヨ。其の児、名はヲワケの臣。」と書いてあ

ります。つまりこれを見ますと８代にわたって系譜が記

されている点、しかも「其の児、其の児、其の児」でつ

ながっているから、これは男系、単系の出自集団であっ

たことは間違いない。８代というから、古墳時代初めに

はすでにそうだった、と考えるのが通常でしょうが、反

論があります。この「其の児、其の児」とは、その当時

の人の書き方であって、要するに、その祖霊、首長霊と
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言ってもよいと思いますが、を受け継ぐ人が、「其の児」

なのだ。したがって、地域的な広がりのなかで、なかの

誰かが初代の王様になった、その次の２代目は○○ムラ、

○○集団から出たとしてもそれは、「其の児」というこ

とで、単に祖霊を受け継ぐ人、ということであって、血

筋を表すものではないという人たちもいます。それから

また別の言い方をする人もいます。それは「タカリのス

クネ」、「オホヒコ」などとあるように、「ヒコ」とか「ス

クネ」は全部尊称、ある立場の人たちに対する称号であ

るということです。最初の人びとには尊称が続いている。

しかし最後の２人になると「ハテヒ」とか「カサヒヨ」、

尊称なしとなります。だから、最後の２代だけは本物で、

頭の部分は全部、付け足したものつまり架上である、と

いうことですね。したがって、「カサヒヨ」と「ハテヒ」、

「ヲワケの臣」、３代の系譜がここに記されているに過ぎ

ない、と見る人もおります。全体としてやはり、これは

単系の出自集団をそのまま表現しているものではないだ

ろう、その証據に、ここには名字が出ていない。まだ姓

がつくりだされる前の段階、やはり単系の出自集団形成

以前の人びとが、それを志向してつくらせた、と考える

べきではないだろうか、という意見があります。つまり、

６世紀に入るころに、いわゆる氏とか、単系出自集団を

図

14

図 15　大阪府松岳山古墳と平尾山千塚

政治的に形づくっていこう、という気配が濃厚になった

情況をうかがえるというのです。

　そうすると、図 15、これなども白石さんの説明によ

りますと、４世紀に松岳山古墳という大きな古墳がつく

られる。これが５世紀の半ばをすぎたころに、その裏山

にひとつまたひとつと次々に小古墳がつくられはじめ、

たちまちの間に、大古墳群、平尾山千塚が時期がちがう

松岳山古墳の裏山につくられたようです。同じことは、

奈良、大阪など、あちこちでみられます。これは白石さ

んによると、単系の同族意識が芽生えてくるなかで、群

集墳は、祖と仰ぐ大きな古墳をとりこむようにして形成

されたと考えられています。つまり、５世紀ころに、社

会組織のうえでは、おそらく氏という単系同族団が政治

的に意識されたことの反映と理解することができると考

えます。

　５世紀の後半と言いますと、いろいろなことがありま

すね。ここでちょっと補充しておくと、吉備地方の場合

には５世紀の後半期をもって前方後円形の大型墳がみら

れなくなります。有力だった吉備も衰えたのでしょう。

ここではその後 100 メートルに達する前方後円墳はず

いぶん遅れて、こうもり塚が築かれるだけとなります。

同じように、山梨県の場合も、やはり５世紀に前方後円
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図 16 −①　長野県大室古墳群

大室356号墳　　　　　　　　　大室 357 号墳

墳がなくなります。これに対して都出比呂志先生は、地

域的な古墳の盛衰は、その地域を個別に見ては誤まりを

おかす。各地域の古墳に大きな変動があるときには畿内

中枢部の古墳にも変動がある。つまり、中枢部の政治組

織に変動があったときにそれが各地に波及した結果とい

う、列島規模の変動だというのです。確かに、そういう

こともあるでしょう。ただ、ここでは、５世紀の半ばす

ぎという時期には、広域にわたるいろいろな意味での変

動が多かったと考えるだけにとどめておきます。

　そして、最後に今回の展覧会のテーマでもあります技

術という点に若干ふれておきたいと思います。この５世

紀という時期には、いろいろな技術集団が大陸からやっ

て来たことがうかがえます。最近になって注目をあつめ

ているもののひとつが積石塚です。墳丘に土を積むかわ

りに石を積んだ積石塚は、東北アジアに行けば広く見ら

れるものです。これに注目する人びとの最近の発表でだ

んだん分かってきたことがあります。例えば、図 16—

①に「大室 356 号墳・357 号墳」と書いてありますけれど、

これは、積石塚の埋葬施設として、板石を組み合わせて

作った箱形石棺です。そしてそれに乗せる天井石は殊更

に長い石を使って傾斜をもたせるのです。いわゆる屋根

形の天井になります。これを合掌式石棺などど呼んだり、

合掌式石室と呼んだりします。要するに、切妻の屋根形

だったのです。これがある大室古墳群は、500 基ちかく

の積石塚がいくつもの谷に分かれて集中してつくられて

います。しかも、谷底の部分に一番多くつくられていま

す。つくり方もまた独特です。この古墳群のひとつから

たくさんの土器が出土しました。調査をされている大塚

初重先生は、５世紀後半の土器だとおっしゃっておられ

ます。そうすると５世紀の後半期のころには、ここに積

石塚をつくる人が増えていた、と考えられます。

　ところが、長野市の周辺でも、やはり、装具をつけた

馬のお墓が見つかっているといいます。しかもその馬具

は大変古い轡を着用していると言います。同じ長野市内

でも地附山というところでは、盛土だけど合掌式石棺を

もつお墓が見つかりました。やはり朝鮮半島系統の、古

い馬具が見つかっています。５世紀代の前半に遡りうる

ものです。そしてつぎに長野県の天竜川沿いの飯田市の

あたりでも、申し合わせたように、たくさんの馬具が見

つかってまいりまして、そのなかに馬具を副葬したもの、

あるいは馬そのものを埋葬したもの、そういったものが

次々に見つかっております。これは普通の盛土墳です。

明らかに、馬の飼育に関係する人びとの登場だと思いま

す。

　さらにこの２、３年、群馬県でも高崎市で発掘調査が

進んでまいりまして、長瀞西古墳という昔から知られて

いる古墳がありますけれども、付近からいくつもの積石

塚が見つかりました。ところがそこの積石塚というのは、

四角なんです。長野県の例は丸でした。ここでは四角い

区画をもった小さな積石塚がいくつも見つかっているの

です。そしてやはり、非常に古手の馬具が出土していま

す。明らかに馬とかかわりが深い人びとの墓だと理解で

きます。

　そして、最近は積石塚に関するシンポジウムが開かれ

図 16 −②　群馬県鏡石古墳
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たりして関心が高まっているのですけれども、群馬県の

場合、特色のある例をひとつだけあげておきたいと思い

ます。図 16—②、鏡石古墳では、組み合わせ式の石棺

を埋葬施設に使っております。そしてそれを埋めこむよ

うにして、二段に積んだ石積みがあるところから、これ

を積石塚だと報告されております。そしてこれには、埴

輪も使ってあるし、土器も出土しています。土器自体は

そんな古いものではありません。ところが、この近くか

ら、四角い平面形をした積石塚、あるいは丸く囲む、あ

るいは屋根形のもの、そういったいろいろなものが発見

されました。同じ積石塚でも系譜のちがいと考えていい

だろうと思います。馬具を見るかぎり、これは明らかに

朝鮮の、いわゆる伽耶系統のものである、ということが

分かります。５世紀の後半というころ、半ばすぎぐらい

に、朝鮮半島からかなりの人が移住して、各地で馬の飼

育に乗り出したと見てよいのでしょうか。

　中国の南朝との交流があったのもこの時期ですね。そ

して南朝との交流のなかで、倭の五王たちは、中国型の

支配形態を、より深く知ることにもなったことでしょう。

ピラミッド形の社会構造に近づいていったことでしょ

う。そういうものと絡み合って、おそらく５世紀の後半

ころ、行政組織にも大陸の影響が強まったのではないで

しょうか。そしてそれは、単に倭人社会の政治上の問題

ではなくて、大陸からの渡来人による変化も大きかった

にちがいありません。

　かなりの人たちが大陸から日本にやって来ているので

すけれども、それについて、人類学者の尾本恵一さん

は、今から 2300 年まえ、つまり弥生時代に入るころか

ら、古墳時代の終りである７世紀までのおよそ 1000 年

の間に、この列島に渡来した人は 300 万人に上るだろう、

との推計を支持されています。ちなみに奈良時代の人口

を 540 万人と推計してのことです。

　そして、これは私には分かりませんので、また教えて

いただかなくちゃいけないことは、この三河、豊田市を

含む名古屋台地のあたりに、大古墳がつくられるように

なるのが５世紀の後半期。それが全体の動きのなかに、

どういう位置づけがされていくのかということは、問題

として残されていると思います。

　先ほど申しましたように、５世紀後半には馬を中心に

していろいろなものが入ってきたにちがいないと言いま

したけれども、この地方を考える場合にそれをとりこむ

必要の有無についても、お考えをおききしたいのです。

最初、専門家でない方がたを対象に話を、ということで

承ったのですけれども、顔触れを拝見しているうちに恐

ろしくなり、急遽内容を改めようとしたために、かえっ

てちぐはぐになってしまいました。変な話で終ってしま

いましたけれども、一応これで終りにしたいと思います。

（拍手）

平成 11 年８月 21 日（土）豊田市民文化会館にて収録
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埋蔵文化財展・埋蔵文化財講演会

埋蔵文化財展

　会　場　　豊田市民文化会館　展示室

　会　期　　８月 19 日（木）〜８月 29 日（日）

　　　　　　　　（月曜日を除く 10 日間）

　テーマ　　埋蔵文化財展　〜人と技術（ワザ）〜

　展示品　　１．出土品（以下の遺跡出土品約 500 点）

　　　　　　　旧石器時代　　　　上品野遺跡

　　　　　　　縄文時代　　　　　八王子遺跡

　　　　　　　弥生時代　　　　　川原遺跡・伝法寺野田遺跡

　　　　　　　古墳時代　　　　　志賀公園遺跡・矢迫遺跡・本川遺跡・水入遺跡

　　　　　　　古　　代　　　　　水入遺跡・郷上遺跡・室遺跡

　　　　　　　中　　世　　　　　鴬窯跡・岩作城跡・清州城下町遺跡

　　　　　　　近　　世　　　　　郷上遺跡・今町遺跡

　　　　　　２．パネル類（パネル約 50 点・復元模型３点）

　入場者　　1,625 名

　その他　　入場者にパンフレット（Ａ４版８頁）を配布

　　　　　　８月 21 日（土）・８月 28 日（土）に埋蔵文化財講座（豊田市美術館）を開催

埋蔵文化財講演会

　会　場　　豊田市民文化会館　小ホール

　開催日　　８月 21 日（土）

　講　師　　東京家政学院大学教授　

　　　　　　岩崎卓也氏

　演　題　　古墳時代の変革と地域社会

　入場者　　270 名
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現　地　説　明　会

発掘調査技術等研修会（Ⅰ）

発掘調査技術等研修会（Ⅱ）

９月８日（水）於：愛知県埋蔵文化財センター		

　講義Ⅰ「岐路に立つ埋蔵文化財保護行政」	 愛知県埋蔵文化財調査センター　所長 加藤安信

　講義Ⅱ「埋蔵文化財あれこれ」	 愛知県教育委員会文化財課　教育主事 安藤義弘

　講義Ⅲ「補助事業について」	 愛知県教育委員会文化財課　教育主事 高橋信明

　講義Ⅳ「補助事業の実務について」	 愛知県教育委員会文化財課　主事 村上寿章

　講義Ⅴ「資料の管理と活用」	 愛知県埋蔵文化財センター　課長補佐 福岡晃彦

11 月 26 日（金）於：愛知県埋蔵文化財センター		

事例報告Ⅰ「分布調査と遺跡地図作成」	 豊橋市美術博物館　学芸員 岩瀬　彰

事例報告Ⅱ「瀬戸市域の遺跡範囲確認調査」	 瀬戸市教育委員会文化財課　調査係長 服部　郁

事例報告Ⅲ「範囲確認調査（レーダー探査・磁気探査）」	 愛知県埋蔵文化財センター　課長補佐 北村和宏

講義・意見交換「これからの範囲確認調査・試掘のあり方」	 愛知県教育委員会文化財課　教育主事 高橋信明

　   遺跡名	 　　  開催日	   所在地	 　　　　　　　　　内　容	 参加者

牛牧遺跡	 11 年９月 23 日 ( 木 )	 名古屋市	 縄文時代晩期の土器棺墓・住居跡などの遺構説明	 230 名
					     縄文時代晩期の土器・石器・土偶・土器棺などの遺物展示

NA311 号窯跡	 11 年９月 25 日 ( 土 )	 名古屋市	 鎌倉時代初期を中心とする陶器窯３基などの遺構説明	 300 名
					     灰釉系陶器椀・皿などの遺物展示

水入遺跡	 11 年 12 月４日 ( 土 )	 豊田市	 古墳時代の大溝、古墳時代・古代の竪穴住居などの遺構説明	 500 名
					     須恵器・土師器・木器・石器などの遺物展示

猫島遺跡	 12 年２月 26 日 ( 土 )	 一宮市	 弥生時代中期の環濠集落・大型建物などの遺構説明	 800 名
					     弥生土器・石器などの遺物展示
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出土遺物の貸出・提供

写真等資料の貸出・提供

　　　　　貸 出 先	 　　　　目　的	 　　　遺跡名	 　　　　　　　　　　　　貸 出 資 料			   　　期 間
尾西市歴史民俗資料館	 特別展「尾西の出土品 II｣	 西上免遺跡	 縄文土器 2・弥生土器 4・石鏃 15・石錘・打製石斧			  平成 11.4.21-
	 出展	 	 7・たたき石・加飾壺 4・有稜高杯 2・広口壺 3・小				    11.9.5
			   型鉢 2・高杯 3・内彎口頸壺 2・パレス壺 2・S 字状
			   口縁台付甕 4・須恵器 5・焼塩土器 2・伊勢型鍋・
			   灰釉系陶器碗 5・土師器茶釜・土師器内耳鍋・銅
			   鏃・多孔銅鏃・管玉 2・ガラス小玉・古墳レプリカ	 小計 74 点		
		  東新規道遺跡	 石鏃 5・粗製剥片石器 7・宇田型甕・柳ヶ坪型壺・
			   高杯・S 字状口縁台付甕・杯 4・短頸壺・蓋・灰釉
			   系陶器碗 5・灰釉系皿 4・加工円盤 5・管玉	 小計 37 点	 	
		  東苅安賀道遺跡	 縄文土器 4・打製石斧・磨製石斧・石鏃 13・S 字状
			   口縁台付甕 2・ヒサゴ壺・柳ヶ坪型壺・有段高杯・
			   灰釉系陶器碗 3・灰釉系陶器皿・土師皿・仏供・柄
			   付片口・耳付小壺・砥石 2・加工円盤 7	 小計 42 点	 	
		  馬引横手遺跡	 縄文土器・石刀・棒状石器・土師器・宇田型甕・須
			   恵器・灰釉系陶器 2・常滑焼 2 点・古瀬戸・曲物・		
			   青磁・伊勢型鍋・輸入陶器・土錘・漆椀	 小計 17 点	 合計 170 点

　　　　貸 出 先	 　　　　目　的	 　　　遺跡名	 　　　　　　　　貸 出 ・ 提 供 資 料		  　　期 間
朝日新聞社出版局編集部	 「古代史発掘 1996 〜 1998	 八王子遺跡	 銅鐸・銅鐸出土状態	 35mm カラーポジ 1 点		  平成 11.4.20-
	 新遺跡カタログ」出版		  出土地点遠景	 6X7 カラーポジ 2 点	 合計 3 点		  11.10.21
尾西市歴史民俗資料館	 特別展「尾西の出土品 II｣	 西上免遺跡	 調査全景 5 点・出土遺物 4 点・	 6X7 カラーポジ 12 点		  平成 11.4.21-
	 図録等に使用		  遺物出土状況 3 点				    11.9.5
			   遺物写真 21 点	 6X7 モノクロネガ 21 点		
		  東苅安賀道遺跡	 遺構写真 4 点・遺物出土状況 2 点・	 6X7 カラーポジ 14 点
			   遺物写真 8 点			 
		  東新規道遺跡	 遺構写真 2 点・遺物出土状況 2 点・	 6X7 カラーポジ 23 点
			   遺物写真 19 点		  合計 70 点
( 株 ) 吉川弘文館	 「卑弥呼の食卓」出版	 朝日遺跡	 モリ・ヤス・ヤナ・貝層断面	 掲載許可のみ
( 株 ) アイ・シー・シー	 「街角ホームページ」の	 伝法寺野田遺跡	 調査風景・銅鏃写真	 プリント 2 点		  平成 11.6.20-	
	 資料						      11.7.6
( 株 ) トヨタ自動車	 夏休みのイベントパネル	 川原遺跡	 調査区全景	 プリント 1 点		  平成 11.7.9-		
作成				    合計 1 点		  11.7.20
( 株 ) 文英堂	 『邪馬台国・卑弥呼』	 朝日遺跡	 逆茂木	 6X7 カラーポジ 1 点		  平成 11.7.9-
	 出版	 廻間遺跡	 前方後方墳	 6X7 カラーポジ 1 点	 合計 2 点		  11.9.13
JH 豊田工事事務所	 機関誌「パルート」掲載	 水入遺跡	 遺物写真プリント 3 点			   平成 11.7.12
住宅 ･ 都市整備公団中部支社	 住宅建設関連事業の参考	 志賀公園遺跡	 98 J 区遺構面 5 点	 35mm カラーポジ 9 点		  平成 11.7.12-
	 資料作成		  98K 区遺構面 4 点				    11.7.30
JH 豊田工事事務所	 機関誌「パルート」掲載	 水入遺跡	 現場状況 3 点	 プリント 3 点		  平成 11.7.27-
							       11.9.
( 財 ) 放送大学教育振興会	 ｢ 発掘された古代日本」	 朝日遺跡	 ヤナ・逆茂木・杭列	 掲載許可のみ	
	 の複製作成						    
( 株 ) 成美堂出版　	 「全国たずねてみたい	 朝日遺跡	 方形周溝墓・木製品出土状態・ヤナ	 6X7 カラーポジ 7 点		  平成 11.7.30-
	 古代遺跡」刊行		  ・逆茂木・杭列・環壕・貝層				    11.11.19
( 財 ) 瀬戸市埋蔵文化財センター	 企画展「列島に拡がる大窯	 清洲城下町遺跡	 93A 区全景・石垣・93D 区全景・	35mm カラーポジ 6 点		  平成 11.9.20-
	 製品〜東日本の様相〜」		  91A 区全景・遺構写真				    12.1.28
	 図録等に使用
岐阜県立博物館	 秋季特別展「水とまつり	 勝川遺跡	 62F 遺構写真・人形出土状況・	 35mm カラーポジ 1 点		  平成 11.9.10-
	 〜古代人の祈り〜」図録		  墨書土器出土状態	 ・6X7 カラーポジ 2 点			   11.12.15
	 等に使用	 八王子遺跡	 井泉遺構・祭祀土器群出土状態	 6X7 カラーポジ 2 点	 合計 5 点		
東洋陶磁学会	 会報 38 号に掲載	 八王子遺跡・鴬古窯	 灰釉牡丹文瓶子・陶製茶臼	 6X7 カラーポジ 2 点		  平成 11.9.20-	
							       11.9.30
( 株 ) 山川出版社	 「文化財探訪クラブ考古	 朝日遺跡	 逆茂木・杭列	 6X7 カラーポジ 2 点		
	 学の世界」刊行	
大府市歴史民俗資料館	 発掘された大府−よみ	 円通寺古墓	 遺跡遠景	 35mm カラーネガ 1 点		  平成 11.10.12-
	 がえる過去の記憶−	 森岡 1 号窯	 遺跡遠景・遺構写真	 35mm カラーネガ 1 点			   11.12.22	
				    6X7 カラーポジ 4 点	 合計 6 点	
名古屋市博物館	 企画展「川と遺跡」	 室遺跡	 木樋出土状況・発掘区遠景	 6X7 カラーポジ 3 点		  平成 11.11.19-	
	 図録等に使用	 勝川遺跡	 62F 遺構写真・遺物出土状況	 35mm カラーポジ 1 点			   12.2.15
				    ・6X7 カラーポジ 3 点		
		  朝日遺跡	 ヤナ	 6X7 カラーポジ 1 点		
		  八王子遺跡	 井泉遺構・祭祀土器群出土状態	 6X7 カラーポジ 5 点	 	
			   ・遺構写真		  合計 13 点
( 財 ) 東京大学出版会	 「織豊系城郭の形成」出版	 岩倉城遺跡		  掲載許可のみ	
福岡市博物館	 「環濠集落−いくさのはじ	 朝日遺跡	 環濠・逆茂木・調査区遠景	 6X7 カラーポジ 3 点		  平成 11.12.13-
	 まり−」図録等に使用				    合計 3 点		  11.12.25
豊田市渡刈自治区長	 自治区発表会	 水入遺跡	 現場状況	 35mm カラーポジ 5 点		  平成 11.12.21
				    デジタルデータ 3 点	 合計 8 点
豊田市郷土資料館	 「集落遺跡の語る古代矢	 加美遺跡	 調査区遠景	 35mm カラーポジ 1 点		  平成 12.1.11-
	 作川」図録等に使用	 郷上遺跡	 調査風景	 35mm カラーポジ 2 点			   12.2.10
		  志貴野遺跡	 調査区遠景・調査区全景	 35mm カラーポジ 1 点
				    ・6X7 カラーポジ 1 点		
		  水入遺跡	 調査風景	 35mm カラーポジ 2 点	 合計 7 点	
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　　　　　貸 出 先	 　　　　目　的	 　　　遺跡名	 　　　　　　　　　　　　貸 出 資 料			   　　期 間
愛知県総務部県史編さん室	 県史編さんの資料として	 川地遺跡	 粗製剥片石器 2			   平成 11.6.2-
	 利用						      11.7.2
岐阜県立博物館	 秋季特別展「水とまつり	 八王子遺跡	 銅鏃 5・鳥形木製品・線刻人面土器			   平成 11.9.10-
	 - 古代人の祈り -」出展				    合計 7 点		  11.12.15

（財）瀬戸市埋蔵文化財センター	 企画展「列島に拡がる大窯	 清洲城下町遺跡	 陶磁器類 64・漆器類 3・金箔瓦 3・飾瓦			   平成 11.9.20-
	 製品 - 東日本の様相 -」		  				    12.1.28
	 出展				    合計 71 点		
大府市歴史民俗資料館	 発掘された大府−よみが	 円通寺古墓	 土師皿 2・銭 9・金属製品 8・窯道具・火打石 3・			   平成 11.10.12-
	 える過去の記憶−出展	 	 かんざし		  		  11.12.22
		  森岡 1 号窯	 灰釉系陶器類 17		  合計 41 点
名古屋市博物館長事務取扱	 企画展「川と遺跡」出展	 朝日遺跡	 漁労具 9			   平成 11.11.19-	
		  一色青海遺跡	 魚骨一括				    12.2.20
		  八王子遺跡	 銅鏃 6・玉 7・鳥型木製品・弥生土器 31		  合計 56 点				  
豊田市郷土資料館	 「集落遺跡の語る古代矢	 郷上遺跡	 土師器 4 点・須恵器 7 点・灰釉系陶器 5			   平成 12.1.11-
	 作川」出展	 水入遺跡	 須恵器 10・土師器 2		  合計 28 点	 	 12.2.10

検　討　会
	   日　付	 　　　　　　　　　　　　内　　　容
第 97 回	 1999.5.14	 生産と廃棄（１）
		  　「工房の構成と調査」　小澤一弘専門員　
		  　「窯体の調査」　池本正明調査研究員
		  　「遺物の整理」　中野良法調査研究員
第 98 回	 1999.6.16	 現場検討会「水入遺跡」
第 99 回	 1999.7.16	 現場検討会「牛牧遺跡」
第 100 回	 1999.9.10	 講話「交通安全について」　講師：柏原士郎氏（弥富幹部交番所長）
		  情報センター '99　赤塚次郎主査・堀木真美子調査研究員
第 101 回	 1999.10.8	 現場検討会「鴬窯跡」
第 102 回	 1999.11.12	 平成 11 年度上半期発掘調査成果報告会
		  　1.「平手町遺跡」
		  　2.「伝法寺野田遺跡・権現山遺跡」
		  　3.「鴬窯跡」
		  　4.「上ノ段・寄元古墳群」
		  　5.「水入遺跡」
		  　6.「牛牧遺跡」
		  　7.「ＮＡ 311 号窯」
第 103 回	 1999.12.10	 平成 11 年度　研究『紀要』発刊にむけて
		  　「本川遺跡の鳥形木製品について」　飴谷　一・佐藤公保調査研究員
		  　「茶筅状木製品の系譜」　木川正夫調査研究員
		  　「愛知県における古代・中世の鉄器生産（１）」
			   蔭山誠一・鈴木正貴調査研究員
第 104 回	 2000.1.14	 現場検討会「猫島遺跡」・「朝日遺跡」
第 105 回	 2000.2.10	 講話「健康・衛生管理に関連するもの」	 講師：鈴木章八氏（海南病院内科部長）
		  「遺物実測におけるコンピューターの活用と今後の展望」
			   講師：岡本範之氏（( 株 ) パスコ）
第 106 回	 2000.3.10	 平成 11 年度下半期発掘調査成果報告会
		  　1.「猫島遺跡」
		  　2.「朝日遺跡」
		  　3.「川田遺跡」
		  　4.「清洲城下町遺跡」
		  　5.「八王子遺跡」
		  　6.「上品野蟹川遺跡・鴬窯跡」
		  　7.「西川原古墳」
		  　8.「高坂遺跡」
		  　9.「水入遺跡」



平成 11 年度　愛知県埋蔵文化財センター職員

所長（兼管理課長）	 布施威治
	
管理課
課長補佐		  伊藤純一
主　査			   杉浦俊雄
主　事			   長瀬尚哉	 坂  美貴子
			   岡田浩志	 吉田弘勝

調査課
課　長			   鷲野　勉

課長補佐（兼主査）	 福岡晃彦	 北村和宏

主　査			   赤塚次郎	 木下　一
			   佐藤公保	 春日井  毅	
			   服部信博

専門員			   小澤一弘	 石黒立人	

主　任			   宮腰健司	

調査研究員		  松田　訓	 花井　伸
			   中野良法	 酒井俊彦		
			   池本正明	 川井啓介
			   小嶋廣也	 竹内　睦
			   宇佐見 守	 鈴木正貴	
			   鈴木　裕	 魚住英史		
			   樋上　昇	 飴谷　一		
			   加藤博紀	 伊藤太佳彦	
			   武井繁樹	 織部匡久
			   木川正夫	 堀木真美子		
			   永井宏幸	 鈴木達也		
			   鬼頭　剛	 洲嵜和宏
			   成瀬友弘	 武部真木
			   皆見秀久	 蔭山誠一	
			   川添和暁	 永井邦仁
			   早野浩二
　　　　　　　　   （平成 12 年２月１日現在）
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平成 11 年度

本書に掲載した地図は、建設省国土地理院長の承認

を得て、同院発行の２万５千分の１地形図を複製し

たものである。（承認番号　平 12 部複、第 86 号）
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